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特集① 　七夕 7・7・7

ようこそ！こころのふる里へ

第3回天の川七夕まつり
7月7日（土）午後3時～9時30分（竹灯ろう点灯は7時20分）
私市橋～八幡橋、星の里いわふね、私市水辺プラザ、私市駅前

オ ープニングセレモニー　（午後6時45分～7時20分、星の里いわふ
ね会場）　吹奏楽演奏、全国七夕サミット参加都市の紹介、点火式

 竹 灯ろうの道　（午後7時20分～）　私市橋～八幡橋の約1.5㌔の遊歩
道に、各地域や子ども会が製作した1,000基の竹灯ろうと1,000基の紙灯ろ
うを点灯し、笹飾りを飾る
 光 モニュメント　（午後7時20分～）　天野川と尺治川の岸や川中など5か所に、大きな光のモ
ニュメントを配置
 天の川満天ライブ　（午後7時30分～、星の里いわふね会場）　二胡やフルート、ハープなどを演奏
 模擬店　（午後3時～）　各会場に、飲食・みやげ物店を出店
 K特急「おりひめ」、準急「ひこぼし」の出逢い　（午後6時21分、7時2分・41分、8時21分・58分、私市駅）
ミニ電車　（午後5時～8時、星の里いわふね会場）　小学生以下を対象に特急8000系のミニ電車を運転
市民参加イベント

▼  笹に飾る短冊を販売

▼ 天の川七夕まつり、機物神社の七夕祭り、星田妙見宮の七夕祭の写真コンテスト（応募は後日）

▼ 携帯カメラ写真コンテスト

▼ 浴衣で来場したカップルには、時間限定で小型竹灯ろうをプレゼント（先着100個）

天の川七夕まつりプログラム

　

７
月
７
日
の
夕
べ
、
天
野
川
の

川
辺
に
き
ら
め
く
七
夕
の
灯
に
、

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
感
じ
、
み

ん
な
の
幸
せ
を
祈
り
ま
せ
ん
か
。

　

３
回
目
を
迎
え
た
天
の
川
七
夕

ま
つ
り
は
、
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に

範
囲
を
広
げ
、
私
市
橋
か
ら
八
幡

橋
に
か
け
て
の
遊
歩
道
や
私
市
水

辺
プ
ラ
ザ
を
竹
灯
ろ
う
と
紙
灯
ろ

う
で
飾
り
ま
す
。
当
日
は
、
灯
ろ

う
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
夜
景
に

溶
け
込
み
、
幻
想
的
な
情
景
を
作

り
出
し
ま
す
。

　

今
年
は
、２
０
０
７
年
７
月
７
日

と
、
７
が
並
ぶ
記
念
の
年
で
す
。市

内
各
地
で
行
わ
れ
る
七
夕
の
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
と
あ
わ
せ
て
、
第

10
回
全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
も
交
野

市
と
枚
方
市
共
同
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

星
の
ま
ち
観
光
協

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内　

℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）
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天
の
川
七
夕
ま
つ
り
案
内
図

N

昨年、子どもと出かけました！
　子どもたちの願い事が書かれた七夕飾りが、雰囲気を盛り上げ、竹灯ろ
うのオブジェは、とても幻想的でした。もちろん、子どもの好きな出店もた
くさんあって、親子で楽しい時間を過ごすことができました。今年もお天
気に恵まれるよう祈っています！（安東香世子さん、星田山手）

まつりは市民エネルギーの結晶
　多くのボランティアが支える天の川七夕まつり。私もお手伝いさせ
ていただいていますが、炎天下、準備に集中するみなさんには感銘を
覚えます。一夜限りで惜しいのですが、市民エネルギーの結晶をぜひ
ご覧ください。（後藤喜久春さん、天野が原町）

(3)19.07.01



19.07.01 (4)

特集① 　七夕 7・7・7

機は
た
も
の物
神
社
の
七
夕
祭
り

星
田
妙
見
宮
の
七た
な
ば
た
さ
い

夕
祭

　

昔
の
人
々
は
、
お
む
す
び
型
の

美
し
い
山
や
大
き
な
岩
に
、
神
が

宿
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。交
野

山
と
頂
上
の
巨
岩
も
信
仰
の
対
象

で
、
機
物
神
社
か
ら
も
拝
ん
で
い

た
名
残
が
今
も
境
内
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
大
陸
か
ら
機
織

り
の
技
術
を
持
っ
た
渡
来
人
が
移

り
住
み
、
自
分
た
ち
の
祖
先
を
祭

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。平
安
時

代
に
は
、
当
時
盛
ん
だ
っ
た
天
体

を
あ
が
め
る
思
想
や
文
学
的
な
趣

向
か
ら
、
織お

り
ひ
め
ぼ
し

女
星
の
棚た

な
ば
た
ひ
め

機
姫
に
祭

神
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

祭
り
当
日
は
、
境
内
に
所
狭
し

と
立
て
ら
れ
た
笹
に
、
短
冊
を
飾

ろ
う
と
、大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。（
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
解
説
員　

高
尾
秀
司
）

▽ 

お
み
こ
し
巡
幸（
境
内
）

　

７
日
午
後
４
時
〜

▽ 

笹
流
し（
逢
合
橋
付
近
）

　

７
日
午
後
11
時
30
分
〜

「
倉
治
の
伝
統
と
文
化
が
大
切
」

　
　
　

東
幾
野
自
治
会
長

北
嶋
邦
夫
さ
ん（
倉
治
３
）

　

私
が
住
む
倉
治
３
丁
目
は
、
新

し
く
開
け
た
街
で
す
が
、
私
た
ち

も
倉
治
の
伝
統
と
文
化
を
大
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
が
近
づ

く
と
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
自
治
会
館
で
笹
竹
を
準

備
し
、
６
日
に
神
社
へ
飾
り
に
い

き
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
外
池
の

浮
き
島
か
ら
、
刈
り
取
っ
た
茅
で

「
茅
の
輪
」
を
作
り
、
奉
納
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
地
区
の
み
な
さ
ん
と
七

夕
祭
り
に
参
加
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

　

星
田
妙
見
宮
の
七
夕
祭
で
は
、

毎
年
、
神
楽
の
奉
納
や
太
鼓
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、今
年
は
、

全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し

て
、
７
月
６
日（
金
）・
７
日（
土
）

に
、
珍
し
い
い
ん
石
や
鉱
物
、
化

石
な
ど
を
展
示
す
る
「
七
夕
祭
臨

時
博
物
館
」を
開
催
し
ま
す
。

　

星
田
地
域
に
は
、
妙
見
宮
の
織

し
ょ
く

女じ
ょ
い
し石
や
八は

っ
ち
ょ
う
み
と
こ
ろ

丁
三
所
に
星
が
降
っ
た

伝
説
な
ど
、星
の
話
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。展
示
を
通
じ
、
星
と
大

地
の
輝
き
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

（
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

毛
利
信
二
）

▽ 

七
夕
祭
臨
時
博
物
館

　

６
日
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

　

７
日
午
前
11
時
〜
午
後
９
時

▽ 

湯
立
神
楽
な
ど
の
奉
納

　

午
後
５
時
30
分
〜

▽ 

七
夕
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　

 

午
後
６
時
30
分
〜
（
６
時
か
ら

小
学
生
の
み
カ
ー
ド
配
布
）

▽ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

午
前
11

時
〜
午
後
５
時
30
分

※ 

出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

７
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
星
田

神
社
佐
々
木
さ
ん
（
℡
８
９
３ 

・
１
２
１
２
）。

７
月
６
日（
金
）・
７
日（
土
）

７
月
７
日（
土
）午
前
11
時
〜
午
後
９
時

「
冷
し
あ
め
で
お
出
迎
え
」

　
　

星
田
妙
見
宮
責
任
役
員

田
和
征
司
朗
さ
ん（
星
田
１
）

　

星
田
妙
見
宮
の
七
夕
祭
で
は
、

来
場
者
に
無
料
で
冷
し
あ
め
を
振

る
舞
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
の

担
当
と
し
て
、
毎
年
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
に
、

こ
の
昔
懐
か
し
い
味
を
試
し
て
も

ら
っ
て
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て

も
ら
っ
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
ね
。

　

ま
つ
り
の
楽
し
さ
が
世
代
を

超
え
て
伝
わ
り
、
七
夕
祭
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

七夕飾りであふれる機物神社

星田妙見宮の湯立神楽

N

N
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交
野
の
七
夕
と
星
の
伝
説
展

　

全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を

記
念
し
て
、交
野
に
残
る
七
夕
伝
説

や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
や
交
野
が

原
、
天
野
川
を
題
材
に
し
た
歌
を

収
め
た
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
に
は
、
交
野
在
住
の

画
家
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た
挿
絵

も
載
せ
、
子
ど
も
で
も
分
か
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
七
夕
に
ま
つ
わ
る
展

示
や
講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、親
子
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

７
月
１
日
（
日
）
〜
８

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
（
入
室
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
、２
・
３
日
は
休
み
）

７
月
１
日（
日
）〜
８
日（
日
）

と 

こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

（
講
演
は
、倉
治
図
書
館
２
階
）

内　

容

▽ 

七
夕
の
絵
本
風
冊
子
、
絵
図
、文

献
資
料
、写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

▽ 

講
演
「
交
野
に
残
る
星
の
伝
説

（
七
夕
さ
ん
を
中
心
に
）」
＝
７

月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正

午
、
講
師　

文
化
財
事
業
団
学

芸
員　

上
田
修
さ
ん

▽ 

講
演
「
天
野
川
に
ま
つ
わ
る
お

話
」＝
７
月
１
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
、
講
師　

平
研
さ
ん

問 

い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
資
料
展

示
室（
℡  
８
１
０
・
６
６
６
７
）

「
笹
か
ざ
り
」や「
し
お
り
」を
作
ろ
う

７
月
7
日（
土
）

　

折
り
紙
で
、
織
り
姫
や
彦
星
、

天
の
川
な
ど
の
笹
か
ざ
り
を
作
っ

た
り
、
簡
単
な
機
で
織
る
「
し
お

り
」作
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
７
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階

参
加
費　

無
料

対 

象
・
定
員　

市
内
在
住
の
小
学

生
20
人
（
保
護
者
が
同
伴
す
れ

ば
、幼
児
で
も
可
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

財
事
業
団
（
℡  
８
９
３
・
８
１ 

１
１
）

　7月 7日（土）・8日（日）、第 10回全国七夕サミット枚方・交野大会が、交野市と枚方市を舞台
に開催され、日本各地から七夕まつりの盛んな 9都市の代表が集います。
　交野市内では、7日夕方にサミット一行が、機物神社と星田妙見宮で七夕のお祭りを見学し、天
の川七夕まつりのオープニングセレモニーで、参加都市のPRを行います。
　8日午前には、枚方市民会館で、全国七夕サミットが開かれ、七夕のおはなし、参加都市のプレゼ
ンテーション、特別講演が行われます。
　交野市、枚方市の貴重な歴史文化である「七夕伝説」。日本の七夕伝説発祥の地とも言われている
両市を全国にアピールするため、交野市星のまち観光協会、枚方フェスティバル協議会、交野市、枚
方市が協働して、記念すべき 2007 年 7月 7日に開催されるサミットを盛り上げます。

▽サミット参加都市
　 青森県三沢市、宮城県仙台市、千葉県茂原市、富山県高岡
市、愛知県一宮市・安城市、奈良県天川村、大阪府枚方市・
交野市

▽  7 月 7日（土）＝機物神社の七夕祭りを見学（午後 4時
30分）、星田妙見宮の七夕祭を見学（午後 5時 30分）、
第 3回天の川七夕まつりのオープニングセレモニー（午
後 6時 45分～、星の里いわふね）で参加都市の七夕ま
つりをPR。

▽  7 月 8日（日）＝全国七夕サミット（午前 10時～午後 1
時、枚方市民会館大ホール）七夕のおはなし、参加都市のプレゼンテーション、特別講演「天の川
のひみつ」講師　宇宙航空研究開発機構（JAXA）　度會英教さん

問い合わせ　星のまち観光協会事務局（商工観光課内　℡   892・0121）

日本各地の七夕まつりが集結
第10回全国七夕サミット枚方・交野大会

昨年、全国七夕サミットが
開かれた富山県高岡市
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特集②　あなたの1票を　国政に

投
票
で
き
る
人

① 

既
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
（
平
成
19
年
３
月
１

日
ま
で
に
交
野
市
に
転
入
し
た

昭
和
62
年
６
月
２
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）。

② 

転
入
に
よ
り
、
新
た
に
交
野
市

で
投
票
で
き
る
人
（
平
成
19
年

３
月
２
日
か
ら
４
月
11
日
ま

参議院議員通常選挙

　速　報

　投票速報と開票結果は、市のホームページ（http://
www.city.katano.osaka.jp/）でお知らせします。

▽投票速報　7月 29日（日）午前８時から 1時間ごと

▽開票結果　開票終了後

各
投
票
区
と
投
票
所
案
内
図

倉
治
１
・
７
、東
倉
治
、神
宮
寺

倉
治
２
〜
６
・
８
・
９

投票所で困ったときは係員に申し出てください

▽  投票所入場整理券を忘れたり、なくしたりしたとき

▽けがなどで字が書けないとき

▽点字投票をするとき

▽介助が必要なとき
　また、投票所には次のものを備えつけていますの
で、必要に応じて利用してください。

　 車いす・車いす記載台・老眼鏡・点字器・点字の
候補者名簿・筆談用ボード・拡大鏡

大事な投票、忘れずに！

で
に
転
入
届
を
出
し
た
昭
和
62

年
７
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）。

投
票
で
き
な
い
人

　

投
票
す
る
と
き
に
、
転
出
後
４

か
月
を
経
過
す
る
人
や
死
亡
者
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
人
。

　参議院議員通常選挙が 7月 12 日（木）に公示され、7月
29日（日）に投票、即日開票されます。
　各投票区と投票所は下記のとおりです。各家庭に郵送され
る「投票所入場整理券」に記載の投票所で投票してください。
※ 第 9投票区の投票所は、工事のため、第一中学校体育館か
ら、第一中学校東館技術室に変わっていますので、ご注意
ください。

問 い合わせ　選挙管理委員会（℡ 892・0121）

棄権せずに投票しましょう
～投票は 2種類～

選 挙区選出議員選挙（大阪府選挙区：定数 6人、改選 3人）　
1人の候補者氏名を正しく記載してください。

比例代表選出議員選挙（全国：定数 96人、改選 48人）
　 名簿届出政党の名称・略称か、名簿に登載された候補者氏
名を正しく記載してください。

投票：7月 29 日（日）午前 7時～午後 8 時、各投票所

開票：7月 29 日（日）午後 9時～、いきいきランド交野

期日前投票： 7月13日（金）～ 28日（土）午前8時 30分
～午後 8時、市役所本館 1階玄関ホール
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市
内
で
転
居
し
た
人

　

６
月
29
日
以
降
、
市
内
で
転
居

届
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。投
票
所
は
入
場
整
理
券
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

転
入
、転
出
し
た
人

　

４
月
12
日
以
降
に
交
野
市
に
転

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
市
区

町
村
で
、
交
野
市
か
ら
転
出
し
た

人
は
、
交
野
市
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
ど
ち
ら
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
家
庭
に
郵
送

　

投
票
日
ま
で
に
、
各
世
帯
主
名

で
投
票
所
入
場
整
理
券
を
郵
送
し

ま
す
。こ
の
整
理
券
は
４
人
分
を

１
組
に
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

投
票
す
る
と
き
は
、
本
人
分
を
切

り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

有
権
者
が
５
人
以
上
い
る
世
帯

に
は
、
２
通
以
上
の
封
筒
に
分

か
れ
て
届
き
ま
す
。

※ 

投
票
所
入
場
整
理
券
を
な
く
し

た
場
合
で
も
、
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

無
効
に
な
る
投
票

　

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、記
載
の

内
容
に
よ
り
無
効
投
票
に
な
り
ま

す
。投
票
す
る
候
補
者
氏
名
な
ど

を
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
無
効
投

票
に
な
り
ま
す
。 

▽ 

候
補
者（
名
簿
届
出
政
党
な
ど
）

以
外
の
氏
名
（
名
称
・
略
称
）

を
書
い
た
も
の

▽ 

複
数
の
候
補
者
（
名
簿
届
出
政

党
な
ど
）の
氏
名（
名
称
・
略
称
）

を
書
い
た
も
の

▽ 

誰
に
投
票
し
た
か
不
明
な
も
の

▽
白
紙
投
票

▽ 

誤
記
、
符
号
な
ど
、
関
係
の
な

い
も
の
を
書
い
た
も
の

選
挙
公
報
を
お
届
け

　

候
補
者
の
経
歴
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
を
投
票
日
の
２
日
前

ま
で
に
各
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

　

地
域
に
よ
り
配
布
時
期
が
多
少

ず
れ
ま
す
が
、届
か
な
い
場
合
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

音
訳
・
点
訳
の
選
挙
公
報

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
選
挙
公
報
や
投
票
方
法
な
ど

を
朗
読
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
点
字
版
の
選
挙
公
報
も

あ
り
ま
す
の
で
、希
望
す
る
人
は
、

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※ 

過
去
に
申
し
込
ん
だ
こ
と
が
あ

る
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

郵
送
さ
れ
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡  
06
・
６
９ 

４
１
・
０
３
５
１
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

選
挙
に
伴
う
選
挙
人
名
簿
登
録

に
か
か
る
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

７
月
12
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
２
階　

選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

幾
野

郡
津

松
塚

梅
が
枝
、私
部
西
１

－

44
〜
47

私
部
２
〜
４
、私
部
西（
１

－

44
〜
47
を
除
く
）

私
部
１
・
５
〜
８
、青
山
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期 

日
前
投
票
の
方
法　

投
票
所
入

場
整
理
券
を
持
っ
て
、
期
日
前

投
票
所
で
宣
誓
書
・
請
求
書
を

記
入
し
、
そ
の
場
で
交
付
さ
れ

る
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を

記
入
し
て
、
直
接
投
票
箱
に
投

か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

不 

在
者
投
票
の
方
法　

出
張
な
ど

で
、
期
日
前
投
票
所
や
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
が
対
象
で

す
。

① 

出
張
先
・
滞
在
先
の
他
市
町
村

で
投
票
す
る　

市
選
挙
管
理
委

員
会
に
宣
誓
書
・
請
求
書
に
よ

り
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
投

票
用
紙
な
ど
を
送
り
ま
す
の

で
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。選

挙
管
理
委
員
会
以
外
で
記
載
し

た
り
、
同
封
し
て
い
る
「
不
在

者
投
票
証
明
書
」
の
封
筒
を
開

封
し
た
も
の
は
無
効
と
な
り
、

投
票
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

② 

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
で

投
票
す
る　

病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
、
入
所
し
て
い
る
施
設

が
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
施
設
に
申
し
出
る
こ
と
で

投
票
で
き
ま
す
。

　

 

市
内
の
施
設
﹇
病
院
﹈
＝
交
野

病
院
、
星
田
南
病
院
、
介
護
老

人
保
健
施
設
逢
々
館
か
た
の
、

介
護
老
人
保
健
施
設
青
山

　

 ﹇
老
人
ホ
ー
ム
﹈
＝
き
ん
も
く

せ
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
き
ん
も
く
せ
い
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
星
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
の

川
明
星
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
明

星
、ア
ミ
ー
ユ
交
野
、ト
ル
チ
ェ

ア
ミ
ー
ク
ラ
ブ
交
野
、
ベ
ス
ト

ラ
イ
フ
交
野
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
美
来

　

 ﹇
身
体
障
害
者
授
産
施
設
﹈
＝

交
野
自
立
セ
ン
タ
ー

郵
便
投
票
制
度

　

左
記
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ

か
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
自
宅
な

ど
か
ら
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

Ａ 　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

①
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能

の
障
が
い
が
１
・
２
級
②
心
臓
、

腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直

腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が

１
・
３
級
③
免
疫
の
障
が
い
が

１
〜
３
級

Ｂ 　

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
ち
、
①

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程

私
部
南
、向
井
田

天
野
が
原
町

寺

森
南
、森
北
、大
字
森
、大
字
傍
示

私
市
、大
字
私
市

私
市
山
手

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票

は
、
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
で

き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
が
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。

期
日
前
投
票

と 　

き　

７
月
13
日
（
金
）
〜
28

日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
１
階　

玄

関
ホ
ー
ル（
期
日
前
投
票
所
）

対　

象　

▽
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
人

▽ 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
、
旅
行
な

ど
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人

▽ 

病
気
や
妊
娠
な
ど
で
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
人

特集②　あなたの1票を　国政に
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度
が
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
②

心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の

程
度
が
特
別
項
症
〜
第
３
項
症

Ｃ 　

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５

※ 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
で
上

肢
・
視
覚
の
障
が
い
が
１
級
の

人
、
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳

で
特
別
項
症
、
第
１
項
、
第
２

項
の
人
は
、申
請
す
る
こ
と
で
、

代
理
記
載
す
る
人
を
指
定
し
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵 

便
投
票
の
手
続
き　

あ
ら
か

じ
め
申
請
し
、
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。申
請
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

郵
便
投
票
・
代
理
記
載
制
度
の

投 

票
方
法　

郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
、
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
必
要
書

類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵
便

投
票
証
明
書
を
添
え
て
、
７
月

25
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
、
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
折
り
返
し
、
投
票
用
紙

な
ど
の
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
用
紙
に
記
載
後
、
不

在
者
投
票
用
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
記
載
の
場

合
は
、
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
指

定
さ
れ
た
代
理
記
載
者
が
投
票

用
紙
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

各
種
申
請
用
紙
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・

請
求
書
な
ど
の
申
請
用
紙
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
、
星
田
出
張
所
、
ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
、
青
年
の
家
、
倉
治
図
書

館
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

藤
が
尾

妙
見
坂

妙
見
東

星
田
１
〜
６
、星
田
北

星
田
山
手
３
〜
５
、星
田
西

星
田
７
〜
９
、星
田
山
手
１
・
２
、南
星
台
、大
字
星
田

してはいけない選挙運動
　選挙運動のできる期間は、立候補
の届け出をしたときから投票日前日
までです。選挙運動にはルールがあ
り、有権者もこのルールを守らなけ
ればなりません。

▽ 戸別訪問　各戸を訪問して投票を
依頼すること

▽ 飲食物の提供　選挙事務所などに
飲食物を差し入れること

▽  署名運動　投票をしてもらうた
め、あるいは投票をさせないなど
の目的で、有権者に対して署名運
動をすること

▽ 気勢をあげる行為　自動車を連ね
たり、隊列を組んで往来するなど
の行為

▽ 人気投票　公職につく人を予想
し、人気投票の結果や経過を公表
すること

▽ 連呼行為　短時間に同じ言葉を繰
り返し呼称すること（ただし、午
前 8時～午後 8時に限り、選挙運
動のために自動車を使用する場合
はできます）
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市政のうごき

民間活力導入に関する
基本方針案にご意見を
～民間の力を生かし、行政の効率化を推進～

問い合わせ　企画財政室健全化担当
（℡  892・0121）

学
校
給
食

① 

第
１
・
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
22
年
度
以
降
に
早
期
の
稼

働
（
建
て
替
え
）
を
目
ざ
す
。

建
て
替
え
後
の
管
理
運
営
は
、

安
全
性
の
確
保
と
運
営
責
任

を
果
た
す
た
め
の
指
揮
・
監

督
、
献
立
は
市
の
直
接
業
務
と

し
、
調
理
・
配
送
業
務
は
民
間

委
託
。

② 

第
３
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

第
１
・
２
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

と
同
時
期
に
改
修
。改
修
後
の

運
営
は
、当
面
、直
営
と
し
、そ

の
後
、
部
分
的
、
段
階
的
に
民

間
委
託
へ
移
行
。

③ 

各
施
設
の
建
て
替
え
・
改
修
後

は
、
建
替
施
設
を
小
学
校
給
食

（
６
０
０
０
食
規
模
）、
改
修
施

設
を
中
学
校
給
食
（
３
０
０
０

食
規
模
）の
提
供
施
設
と
す
る
。

④ 

建
て
替
え
・
改
修
ま
で
は
、
給

食
調
理
員
（
正
職
員
）
の
不
補

充
を
継
続
し
、
補
完
と
し
て
非

常
勤
職
員
や
臨
時
職
員
を
活
用

し
、
配
送
委
託
な
ど
、
可
能
な

も
の
か
ら
効
率
化
。

　

考
え
方

　

 　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
業
期
間
が
あ
り
、
非
効
率

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、

こ
の
業
務
は
民
間
で
も
担
い

手
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

建
て
替
え
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、

食
の
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
拡
大
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
（
15
年
後
）
の
総

食
数
は
、
少
子
化
の
進
展
で

減
少
が
予
測
さ
れ
６
０
０
０

食
規
模
（
小
・
中
学
校
の
給

食
数
）
と
し
、
そ
の
提
供
は
建

替
施
設
で
行
い
、
改
修
施
設

は
廃
止
し
ま
す
。

　

市
は
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
民
間
活
力
の
導
入

に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）
を
定

め
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き

要
綱
に
基
づ
き
、
こ
の
案
に
対
す

る
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
、
市

民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
一
方

で
、
国
・
地
方
と
も
依
然
と
し
て

経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
よ
り
一
層

　

民
間
活
力
の
導
入
を

　
　
　
　
　

予
定
し
て
い
る
業
務
の
方
向
性（
概
要
）

き
ま
す
が
、
当
面
は
、
内
部
体

制
の
見
直
し
で
、
効
率
化
を
図

り
ま
す
。
早
急
な
民
間
委
託
の

拡
大
は
、
経
費
の
二
重
発
生
で
、

財
政
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た

め
、
ま
ず
、
内
部
努
力
で
効
率

化
を
進
め
ま
す
。

の
地
方
の
創
意
工
夫
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
と
民
間
事
業

者
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

確
に
し
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
に

よ
り
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
る

方
法
と
し
て
、
こ
の
方
針（
案
）を

定
め
ま
し
た
。

案 

の
閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
役
所
２
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
本
館
２
階

企
画
財
政
室
健
全
化
担
当

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所
（
事
務
所
）
を

有
す
る
人

▽ 

市
内
の
事
業
所
（
事
務
所
）
に

勤
務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

募
集
期
限　

７
月
23
日（
月
）ま
で

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
募
集
期

間
内
（
消
印
有
効
）
に
、
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー

ル
で
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１

企
画
財
政
室
健
全
化
担
当
（
℻  

８
９
１
・
５
０
４
６　

e-m
ail: 

zaiken@
city.katano.osa

ka.jp

）

ご
み
収
集
・
運
搬
業
務

① 

20
年
２
月
実
施
予
定
の
廃
プ
ラ

収
集
は
、
現
在
の
体
制
を
見
直

す
こ
と
で
、
新
た
な
コ
ス
ト
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
実
施
。

② 

退
職
者
の
状
況
か
ら
、
22
年
度

ま
で
は
、
直
営
と
委
託
の
比
率

は
現
行
の
ま
ま
と
し
、そ
の
後
、

順
次
民
間
委
託
比
率
を
高
め

る
。
た
だ
し
、
職
種
変
更
制
度

や
他
部
門
の
委
託
化
で
必
要
に

応
じ
た
見
直
し
を
行
う
。

③ 
循
環
型
社
会
の
実
現
と
合
わ
せ

て
ご
み
の
減
量
化
を
目
ざ
す
た

め
、
家
庭
ご
み
は
、
引
き
続
き

分
別
排
出
の
徹
底
と
資
源
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
啓
発
に

努
め
る
。

　

考
え
方

　

 　

ご
み
収
集
・
運
搬
業
務
は
、

職
員
体
制
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
委
託
化
を
推
進
し
て
い
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幼
児
園（
幼
稚
園
・
保
育
所
）

① 

幼
児
園
を
取
り
巻
く
課
題
解
決

と
、将
来
の
少
子
化
を
見
据
え
、

幼
児
園
を
今
後
の
幼
児
数
の
状

況
に
応
じ
て
縮
小
。

▽ 

幼
稚
園
部
分
を
縮
小
し
、
そ
れ

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
施
設
や

人
、
財
源
を
一
時
保
育
や
病
後

児
保
育
な
ど
の
子
育
て
支
援
や

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
に
充

て
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

▽ 

保
育
所
部
分
も
、
今
後
の
保
育

所
児
数
に
よ
っ
て
は
、
幼
児
園

そ
の
も
の
の
縮
小
を
行
う
。

① 

当
面
の
措
置
と
し
て
、
保
育
士

の
配
置
基
準
の
見
直
し
の
他
、

退
職
者
の
不
補
充
を
継
続
し
、

保
育
士
な
ど
の
経
験
を
持
っ

た
非
常
勤
職
員
の
活
用
と
あ
わ

せ
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

の
採
用
で
効
率
化
を
進
め
る
。

　

考
え
方

　

 　

少
子
化
が
進
む
中
、
幼
稚
園

児
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
保
育

所
児
も
今
後
減
少
し
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
一
方

で
一
時
保
育
や
病
後
児
保
育
な

ど
、
新
た
な
子
育
て
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

市
は
幼
児
数
の
減
少
に
合
わ
せ

て
幼
稚
園
・
保
育
所
と
も
縮
小

し
、
子
育
て
支
援
事
業
や
保
育

所
の
待
機
児
童
解
消
な
ど
の
課

題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

 　

今
後
、
保
育
所
児
の
減
少
傾

向
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

保
育
所
部
分
の
民
営
化
を
視
野

に
入
れ
、方
針
を
見
直
し
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス

① 

利
用
頻
度
の
高
い
窓
口
サ
ー

ビ
ス
（
市
民
課
・
市
民
総
合
窓

口
担
当
・
税
務
室
・
国
民
健

康
保
険
課
）
向
上
の
た
め
、
時

間
延
長
や
自
動
交
付
機
の
設

置
、
証
明
窓
口
の
一
元
化
な
ど

の
実
現
に
は
、
電
算
処
理
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
19
年
度
の
電
算
委
託

の
見
直
し
と
あ
せ
て
具
体
的

に
検
討
。

② 

窓
口
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の

推
進
と
と
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
し
、
正
確
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
接
遇
の
向
上
を
図
る
。

③ 

業
務
内
容
を
精
査
し
、
職
員
と

職
員
以
外
の
比
率
を
見
直
し
、

効
率
化
を
図
る
。

　

考
え
方

　

 　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
市
役

所
と
の
具
体
的
な
つ
な
が
り
を

意
識
す
る
の
は
「
窓
口
サ
ー
ビ

ス
」で
す
。そ
の
た
め
、
市
民
の

目
線
で
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
向

上
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
サ
ー

電
算
業
務

▽ 

住
民
票
の
発
行
や
税
の
証
明
な

ど
を
担
っ
て
い
る
電
算
シ
ス
テ

ム
の
運
用
経
費
削
減
や
事
務
の

効
率
化
の
た
め
、
新
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
、
19

年
度
に
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
検

証
を
実
施
。

　

考
え
方

　

 　

現
行
の
電
算
シ
ス
テ
ム
は
、

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
順
次
導

入
し
、
長
期
運
営
し
て
い
る
た

め
、
度
重
な
る
仕
様
変
更
や
シ

ス
テ
ム
連
携
な
ど
、
業
務
執
行

に
お
い
て
非
効
率
な
面
が
あ
り

ま
す
。

　

 　

ま
た
、
近
い
将
来
に
戸
籍
の

電
算
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
全
庁
的
な
視
点
か
ら
シ
ス

テ
ム
の
最
適
化
に
努
め
、
業
務

の
効
率
化
と
経
費
の
削
減
を
図

り
ま
す
。

図
書
館（
室
）業
務

① 
指
定
管
理
者
な
ど
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
19
年
度
に
そ
の
方
向

性
を
定
め
る
。

② 

図
書
館
の
司
書
職
員
を
教
育
委

員
会
や
市
長
部
局
と
の
人
事
交

流
を
図
り
組
織
の
活
性
化
や
職

員
の
能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

　

考
え
方

　

 　

図
書
館
は
、「
生
涯
学
習
の
拠

点
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、向
上
を
原
則
と
し

て
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

学
校
校
務
員

① 

日
常
業
務
（
校
内
清
掃
・
給
食

配
膳
・
学
校
保
全
）
は
、
現
在

の
常
勤
２
人
と
パ
ー
ト
１
人
体

制
か
ら
常
勤
１
人
と
パ
ー
ト
１

〜
２
人
体
制
と
し
た
上
で
、
委

託
化
や
正
職
員
以
外
で
の
業
務

遂
行
を
図
る
。

② 

定
期
的
な
学
校
保
全
・
営
繕
作

業
は
、
学
校
施
設
係
に
正
職
員

６
人
程
度
を
配
備
し
、
各
校
の

巡
回
を
行
う
。こ
の
部
分
に
つ

い
て
も
退
職
者
の
状
況
で
順
次

ビ
ス
全
般
へ
の
改
革
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
、
継
続
し
た
改
善

を
行
い
ま
す
。

委
託
を
進
め
る
。

③ 

実
施
時
期
は
、
20
年
度
か
21
年

度
。

　

考
え
方

　

 　

学
校
校
務
員
の
業
務
は
、
清

掃
や
営
繕
作
業
な
ど
、
民
間
に

お
い
て
担
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
委
託
化
を
行
い
ま

す
。
そ
の
際
は
、
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
仕
様
で
、
こ
ど
も
の
安

全
確
保
へ
の
配
慮
を
行
い
ま

す
。
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ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
意
識
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

ご
み
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
、
対
応
さ
れ
て
い
る
か
を
調

べ
る
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
今
後
の
ご
み
処

理
や
リ
サ
イ
ク
ル
行
政
へ
の
参

考
、
ご
み
処
理
計
画
策
定
時
の
資

料
な
ど
に
利
用
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調 

査
期
間　

７
月
中
旬

対 　

象　

無
作
為
に
選
ん
だ
20
歳

以
上
の
市
民
２
０
０
０
人

調 

査
方
法　

調
査
票
を
自
宅
に
郵

送
、返
信
用
封
筒
で
返
信

ごみのアンケート
調査にご協力を

問い合わせ　循環型社会推進室
（℡  892・0121）

任
期
付
職
員
制
度
な
ど
の
活
用

① 

市
が
担
う
べ
き
業
務
に
お
け
る

効
率
化
は
、
現
業
職
員
の
配
置

見
直
し
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

非
常
勤
職
員
、臨
時
職
員
、再
任

用
・
再
雇
用
職
員
の
活
用
と
あ

わ
せ
て
新
た
な
公
務
員
制
度
の

任
期
付
職
員
・
任
期
付
短
時
間

職
員
を
可
能
な
限
り
活
用
。

② 

現
在
、
職
員
が
担
っ
て
い
る
事

務
事
業
の
見
直
し
と
振
り
分
け

を
行
な
い
な
が
ら
、
正
職
員
以

外
に
委
ね
て
い
く
工
程
を
19
年

度
に
実
施
。

　

考
え
方

　

 　

団
塊
世
代
の
職
員
が
大
量
退

職
す
る
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、
市

事
務
事
業
評
価
の
導
入

① 

全
て
の
事
務
事
業
で
、
必
要
性

や
効
率
性
の
視
点
か
ら
事
務
事

業
評
価
を
19
年
度
に
実
施
。

② 

事
務
事
業
評
価
の
実
施
に
は
、

評
価
制
度
や
枠
配
分
予
算
な
ど

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の
全
体

像
を
は
じ
め
目
的
や
方
向
性
を

職
員
が
共
通
認
識
し
た
上
で
進

め
る
。

③ 

施
策
体
系
別
事
務
事
業
を
元

に
、
課
自
ら
の
評
価
、
横
断
組

織
の
評
価
、
外
部
評
価
で
の
結

果
を
次
の
計
画
、
予
算
、
人
事

な
ど
へ
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を

構
築
。

④ 

事
務
事
業
評
価
で
、
事
務
事
業

の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合

に
努
め
、
時
代
の
変
化
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
目
ざ
す
。

　

考
え
方

　

 　

限
ら
れ
た
財
源
と
人
財
を
最

大
限
に
生
か
し
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
、
事

職
種
変
更
制
度
の
導
入

① 

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
迎

え
、職
員
採
用
の
抑
制
な
ど
で
、

定
員
の
適
正
化
を
進
め
る
中
、

限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
人
材

を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
職
種
変
更
制
度
（
現
業
職
↓

一
般
行
政
職
へ
）を
実
施
。

② 

制
度
の
制
定
は
、
団
塊
世
代
の

退
職
時
期
や
学
校
校
務
員
な
ど

の
委
託
化
の
方
向
性
か
ら
19
年

度
に
行
う
。

　

考
え
方

　

 　

個
別
事
業
の
委
託
化
で
は
、

職
員
の
余
剰
に
よ
る
無
駄
な
費

用
を
発
生
さ
せ
な
い
方
策
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
職

員
の
中
で
人
材
を
よ
り
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に
、
既
存
の
職

種
に
捕
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
本

人
の
意
欲
や
能
力
に
よ
り
柔
軟

な
職
員
配
置
が
可
能
な
仕
組
み

作
り
を
行
い
ま
す
。

務
事
業
単
位
あ
る
い
は
部
分
的

に
民
間
委
託
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
を
全
庁
的
に
精
査
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を

事
務
事
業
評
価
制
度
と
し
継
続

す
る
こ
と
で
、
絶
え
間
な
い
行

財
政
改
革
を
行
い
ま
す
。

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
す

る
手
法
と
し
て
職
員
以
外
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
担
い
手
を
見
直

し
、あ
わ
せ
て
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
の
基
盤
を
築
き
ま
す
。

替
え
、
新
ご
み
処
理
施
設
な
ど

は
、
重
要
度
、
緊
急
度
か
ら
早

期
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
市
役
所
が
直

接
実
施
す
る
よ
り
も
効
率
的
、

効
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
方
法
と
言
わ
れ
、
官

民
の
役
割
分
担
と
リ
ス
ク
分
担

に
よ
っ
て
、
財
政
支
出
の
軽
減

や
年
度
間
の
平
準
化
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
多
様
な
事
業
手
法

を
比
較
検
証
し
た
上
で
最
適
な

選
択
を
行
い
ま
す
。

民
間
活
力
を
導
入

す
る
た
め
の
手
法

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

　
﹇
Ｐ
Ｆ
Ｉ
﹈
公
共
施
設
を
作
る
と

き
な
ど
に
、設
計
か
ら
維
持
管
理
、

運
営
ま
で
を
一
括
し
て
民
間
の
資

金
や
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
。

① 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
効
率
的
・
効
果
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
事
業
費
の

削
減
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、指
針
に
基
づ
き
、

導
入
を
図
る
。

② 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
し
て
の
事
業
適
否
の

判
断
を
行
う
た
め
、
施
設
更
新

の
目
的
や
規
模
、
場
所
を
定
め

た
基
本
構
想
に
基
づ
き
導
入
の

可
能
性
を
調
査
し
、
費
用
に
見

合
っ
た
効
果
が
得
ら
れ
る
か
検

証
・
評
価
を
実
施
。そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、事
業
手
法
を
決
定
。

③ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
に
あ
た
っ
て
は
、
安
定
的
で

継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
前

提
と
し
、従
来
型
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
い
ず

れ
の
手
法
が
良
質
か
を
比
較
。

　

考
え
方

　

 　

行
財
政
資
源
の
制
約
の
も
と

で
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
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市政のうごき

第二京阪道路の状況（5月の動き）

▽  各地区役員との打
ち合わせ（１日・24
日＝天野が原町区、
8日＝柴野第三自治
会、11日・31日＝
私部区谷畑中町

▽  柴野区と協議会を
実施（9日、写真）

▽  柴野区に交野高架橋中（下部工）工事の工事説明会を
実施（30日）
　なお、最新の状況は、ホームページ（http://www.city. 
katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

ファミリーサポート
センターがオープン

問い合わせ　こども室
（℡  892・0121）

　

７
月
か
ら
、「
交
野
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依

頼
会
員
）と
援
助
を
し
た
い
人（
提

供
会
員
）を
登
録
し
、
単
発
的
、
一

時
的
な
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
会
員
組
織
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
料

金
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
互
援
助
活
動
の

内
容

▽ 

放
課
後
児
童
会
や

保
育
施
設
な
ど
へ

の
送
迎

▽ 

冠
婚
葬
祭
や
買
い

物
、
通
院
な
ど
の

　

市
は
、
19
年
度
中
に
、
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
相
談
や
子
育
て
サ

ー
ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
、
育
児
講

座
な
ど
の
支
援
事
業
を
実
施
す
る

拠
点
と
し
て
、「
交
野
市
立
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す

る
予
定
で
す
。

　

開
設
に
あ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー

の
管
理
・
運
営
を
す
る
法
人
を
募

集
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
応
募
要
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

応 

募
資
格　

次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
社
会
福
祉
法
人
・
医
療

法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

① 

交
野
市
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
を
行
う
能
力
を
有
し
、
良
好

と
き
に
子
ど
も
を
預
か
る

業 

務
委
託
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

K
id
's

さ
ぽ
ー
と
☆
か
た
の

パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布　

市
役
所

本
館
１
階
こ
ど
も
室
、
市
役
所

別
館
１
階
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

 

■ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

全
体
説
明
会

と 　

き　

７
月
19
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 
こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階

※ 
保
育
が
必
要
な
人
は
、
事
前
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
℡  
８
９ 

３
・
０
７
５
７　

不
在
時
は
、

K
id
's

さ
ぽ
ー
と
☆
か
た
の
代

表
の
中
野
さ
ん　

℡  
０
９
０
・ 

９
８
６
５
・ 

７
７
２
４
）

　地域子育て
　　支援センター
指定管理者募集

問い合わせ　こども室
（℡  892・0121）

な
子
育
て
支
援
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と

② 

政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と
し

て
い
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

③ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
破
産
者
な

ど
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と

④ 

当
該
法
人
が
国
・
府
・
市
の
税

に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤ 

そ
の
他
、
市
に
代
わ
り
、
公
の

施
設
の
継
続
的
な
管
理
を
行
う

に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
信
頼
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
団
体
で
あ

る
こ
と

応 

募
要
項
の
配
布　

７
月
９
日

（
月
）〜
18
日（
水
）に
、市
役
所

本
館
１
階　

こ
ど
も
室

■
法
人
説
明
会

と 　

き　

７
月
20
日
（
金
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

第

２
委
員
会
室

申 

し
込
み　

７
月
18
日
（
水
）
ま

で
に
、
応
募
要
項
に
添
付
し
て

い
る
参
加
申
込
書
を
こ
ど
も
室

へ
提
出

会員登録後のサポートの流れ
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、指導課、
　学校給食課 ℡  810・0522

　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室

℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 サマーキャンプスクール
　 なかよしキャンプ

文　化
 　成人式を企画・運営しませんか
　 第 2回生涯学習大学
　 絵本をつくろう
　 わらぞうりづくり
　 星友クラブ連合会俳句大会

  青少年コーナー

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ス
ク
ー
ル

　

緑
あ
ふ
れ
る
傍
示
の
里
で
、
手

づ
く
り
の
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
１
日
（
水
）
〜
３

日（
金
）（
２
泊
３
日
）

と 

こ
ろ　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生

定　

員　

先
着
50
人

参 

加
費　

５
０
０
０
円（
食
材
費
・

ま
き
代
な
ど
含
む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日（
金
）〜
20
日（
金
）〈
月
曜

日
を
除
く
〉
に
参
加
費
を
添
え

て
青
年
の
家
窓
口

集 　

合　

午
後
０
時
30
分
に
青
年

の
家

対 　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
児

（
者
）
で
、
保
護
者
の
同
伴
か
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
が
で

き
る
人

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
も
可
能

で
す
が
、
事
前
の
顔
合
わ
せ
が

必
要
で
す
。

内 　

容　

野
外
炊
さ
ん
、
ク
ラ
フ

ト
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な

ど
定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

５
０
０
円

主 　

催　

障
害
児（
者
）親
の
会
・

市
教
育
委
員
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日
（
金
）
か
ら
参
加
費
を
添

え
て
青
少
年
育
成
課

文　
化

な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
日
帰

り
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

８
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
８
時

成
人
式
を
企
画
・

運
営
し
ま
せ
ん
か

　

わ
が
ま
ち
交
野
の
成
人
式
に
つ

い
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

運
営
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
新
成
人
に

な
る
人
（
昭
和
62
年
４
月
２
日

〜
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

募
集
人
数　

10
〜
15
人
程
度

内 　

容　

８
月
か
ら
月
２
回
ほ

ど
、青
年
の
家
で
会
議
を
行
い
、

式
当
日
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課 
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※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください

第
２
回
生
涯
学
習
大
学

摂
南
大
学
交
野
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

７
月
７
日
（
土
）
午
後

２
時
〜

と
こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

テ
ー
マ　
「
天
野
川
の
水
環
境
」

定　

員　

先
着
60
人

講 　

師　

摂
南
大
学
工
学
部
都
市

環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授　

海
老
瀨
潜
一
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

教
育
課

わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り

　

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
、

家
族
で
一
緒
に
わ
ら
ぞ
う
り
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。布
ぎ
れ
を
使

っ
た
ぞ
う
り
も
作
れ
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
布
ぎ
れ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
21
日（
土
）

▽
午
前
の
部　

10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定　

員　

各
部
と
も
先
着
30
人

参
加
費　

無
料

指 　

導　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日（
木
）か
ら
高
齢
介
護
課

星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会

俳
句
大
会

■
俳
句
大
会

と 　

き　

９
月
12
日
（
水
）
午
後

１
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

講　

師　

田
中
峰
雪
さ
ん

■
投
句
募
集

兼　

題　

夏
一
切
の
句
を
２
句

※ 

自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
二
重
投
稿
、
類
作
の
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

星
友
ク
ラ
ブ
会
員
か
、

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

申 

し
込
み　

官
製
は
が
き
の
裏
面

右
側
に
句
を
、
左
側
に
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
と

俳
句
大
会
へ
の
参
加
・
不
参
加

を
記
入
し
、
8
月
10
日（
金
）ま

で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

高
齢
介
護
課

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

絵
本
を
つ
く
ろ
う

と
き
・
内
容

▽ 

７
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
＝
絵
本
を
読
も
う

▽ 

７
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

正
午
＝
絵
を
か
こ
う

▽ 

８
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

正
午
＝
表
紙
を
つ
け
よ
う

※
３
日
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

小
・
中
会
議
室

対　

象　

小
学
生
以
上

※ 

小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定 　

員　

30
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

無
料

講 　

師　

杉
浦
つ
か
さ
さ
ん
ほ
か

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
学
年

（
小
学
生
の
み
）
を
記
入
し
、
７

月
５
日
（
木
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
〒
５
７
６

－

８
５
０
１

市
長
公
室
人
権
政
策
担
当

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

青少年コーナー
「最近の少年犯罪に思うこと」

　

昨
今
、
青
少
年
の
事
件
で
よ

く
耳
に
す
る
の
が
、
頻
繁
に
起
き

る
万
引
き
事
件
で
す
。万
引
き
を

す
る
彼
ら
は
、
何
も
考
え
ず
に
や

っ
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す

が
、
万
引
き
は
紛
れ
も
な
い
犯
罪

行
為
で
あ
り
、
小
・
中
学
生
に
も

な
れ
ば
、
そ
れ
く
ら
い
の
善
悪
の

区
別
は
つ
い
て
い
る
の

に
・
・
・
と
、
残
念
に
思

い
ま
す
。

　

な
ぜ
万
引
き
を
し
た

の
か
。子
ど
も
が
話
す
そ

の
理
由
は
、「
欲
し
か
っ

た
か
ら
」「
た
だ
、
な
ん
と

な
く
」「
親
へ
の
反
抗
」な

ど
と
口
々
に
言
い
ま
す
。

悪
い
こ
と
だ
と
分
か
っ

て
い
て
、
人
に
注
意
を
受

け
て
も
な
お
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

原
因
の
一
端
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
最
近
報
道
さ
れ
る
よ
う

な
、我
が
子
を
手
に
か
け
る
親
や
、

親
を
殺
し
て
し
ま
う
子
ど
も
な

ど
、
知
識
が
な
い
、
あ
る
い
は
愛

が
な
い
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な

情
報
に
、
感
覚
が
ま
ひ
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

心
の
飢
え
が
犯
罪
を
生
む
の

か
、
豊
か
な
国
ゆ
え
に
子
ど
も
の

犯
罪
が
増
え
る
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
の
犯
罪
を
見
過

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い

の
で
す
か
ら
。

　

私
た
ち
青
少
年
指
導
員
も
、
親

同
様
に
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
目
を
向
け
て
愛

情
を
注
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
著
書
の
中
に「
自

分
ブ
ラ
ン
ド
」な
る
も
の

を
作
り
、人
々
か
ら
感
謝

さ
れ
、自
分
を
高
め
る
方

法
が
あ
る
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
は
、感
謝
、

思
い
や
り
、謙
虚
、誠
実
、

愛
（
真
実
・
誠
）、
奉
仕

の
心
、
忠
誠
心
、
使
命
感

に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
作

ら
れ
る
、と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
」。

青
少
年
指
導
員
と
し
て
、
ま
ず
は

有
言
実
行
し
て
、
子
ど
も
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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ス
ポ
ー
ツ

スポーツ
　 いきいきランド交野 10周年
　 IAAF 世界陸上 2007 大阪

人　権
　 「平和祈念のつどい」各種募集

福　祉
　 障がい者手づくり品バザール
　 社会を明るくする運動
　 第 5回共に生きる障害者展
　 第 34回ゆうゆう講座
　 ボランティアスクール
　 ひとり暮らし高齢者の実態調査

い
き
い
き
ラ
ン
ド
10
周
年
記
念

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
は
平
成

９
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年

で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

10
周
年
を
記
念
し
て
、「
市
民
感

謝
デ
ー
」
と
し
て
市
民
プ
ー
ル
を

次
の
と
お
り
無
料
開
放
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
10
日（
火
）

時　

間

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

③
午
後
４
時
〜
６
時

④
午
後
７
時
〜
９
時

定　

員　

各
時
間
先
着
３
０
０
人

持
ち
物　

水
着
、水
泳
帽

※ 

小
学
３
年
生
以
下
は
20
歳
以
上

の
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
（
保
護
者
１
人
に
つ
き
子
ど

も
２
人
ま
で
、
保
護
者
も
入
水

の
こ
と
）

※ 

浮
き
輪
な
ど
の
遊
具
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野Ｉ

Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸
上

２
０
０
７
大
阪

　

世
界
陸
上
と
は
、
国
際
陸
上
競

技
連
盟
（
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
が
主
催
す

る
世
界
最
高
峰
の
陸
上
競
技
大
会

で
す
。

　

２
０
０
７
年
は
大
阪
で
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
繰
り
広
げ

る
熱
戦
を
、
競
技
場
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

８
月
25
日
（
土
）
〜
９

月
２
日（
日
）

と 

こ
ろ　

大
阪
市
長
居
陸
上
競
技

場
（
大
阪
市
東
住
吉
区
長
居
公

園
１

－

１
）

チ 

ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸
上
２
０
０
７

大
阪
チ
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
℡
０

５
７
０
・
06
・
９
９
９
０
）

福　
祉

「
平
和
祈
念
の
つ
ど
い
」

朗
読
者
と
作
品
募
集

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切

さ
を
確
か
め
合
う
た
め
、
今
年
も

８
月
15
日
（
水
）
に
い
き
い
き
ラ

ン
ド
交
野
で
「
平
和
祈
念
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
催
し
で
、「
平
和
と
人
権
を

守
る
都
市
宣
言
」を
朗
読
す
る
小
・

中
学
生
と
、
平
和
・
人
権
に
関
す

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
朗
読
者
募
集

　

小
学
生
は
日
本
語
文
、
中
学
生

に
は
英
語
文
を
朗
読
し
て
も
ら
い

ま
す
。文
章
を
暗
記
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

7
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ

メ
ー
ル
、
は
が
き
で
①
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
を
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

市
長
公
室
人

権
政
策
担
当
（
℻
８
９
１
・
５

０
４
６　

e-m
ail:jinken@

c
ity.katano.osaka.jp

）

■
作
品
募
集

対　

象　

市
内
在
住
の
人

テ 

ー
マ　

平
和
・
人
権
に
関
連
す

る
も
の

展 

示
日　

８
月
14
日
（
火
）・
15

日（
水
）

展 

示
場
所　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交

野
１
階　

ロ
ビ
ー

募 

集
内
容　

写
真
、書
、詩
、歌（
短

歌
・
俳
句
な
ど
）

注
意
点

▽ 

１
人
に
つ
き
１
編
で
、
他
者
の

知
的
財
産
を
侵
害
し
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。

▽ 

発
表
済
み
の
作
品
も
応
募
で
き

ま
す
。

▽ 

写
真
な
ど
の
サ
イ
ズ
は
１
編
あ

た
り
最
大
縦
１
０
０
㌢
×
横
90

㌢
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

作
品
は
展
示
日
当
日
、
応
募
者

本
人
が
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

展
示
会
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
判
断
さ
れ
る
作
品
は
、
当
日

の
掲
示
を
遠
慮
し
て
も
ら
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
市
長
公
室
人
権
政
策
担

当
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
７
月
２
日（
月
）〜
23
日

（
月
）
に
市
長
公
室
人
権
政
策

担
当

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当障

が
い
者
の

手
づ
く
り
品
バ
ザ
ー
ル

　

市
内
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

手
づ
く
り
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
販
売
や
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

７
月
13
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

Ａ
コ
ー
プ
星
田
店
（
藤

が
尾
３

－

３

－

１
）

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
作
業
所
等

連
絡
会
事
務
局
（
障
が
い
福
祉

課
内
）

人　
権
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
化
月
間
で
す
。
こ
の
運

動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

■
非
行
に
関
す
る
相
談
機
関

▽ 

大
阪
保
護
観
察
所
（
℡  
06
・
６

９
４
９
・
６
２
４
１
）

▽ 

大
阪
府
寝
屋
川
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
℡  
０
７
２
・
８
２
８
・

０
１
６
１
）

▽ 

青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡  
06 

・
６
９
４
４
・
３
４
３
４
）

■
街
頭
Ｐ
Ｒ

と　

き　

７
月
３
日（
火
）

と
こ
ろ　

枚
方
市
民
会
館
前

内 　

容　

パ
レ
ー
ド
、
セ
レ
モ
ニ

ー
な
ど

※ 

市
内
で
は
、
午
後
６
時
か
ら
各

鉄
道
の
駅
前
で
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
す
。

■ 

枚
方
・
交
野
地
区
更
生
保
護
大

会
と 　

き　

７
月
20
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

内 　

容　

第
一
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
演
奏
や
、
音
福
亭
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ａ
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
や

さ
し
い
社
会　

人
づ
く
り
街
づ

く
り
」

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

第
５
回
共
に
生
き
る

障
害
者
展

　

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
第
30
回
障
害
者
作
品
展
」「
情

報
通
信
機
器
展
２
０
０
７
／
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
」「
文

化
芸
術
展
」
の
3
つ
の
催
し
を
同

時
に
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、障
害
者
作
品
展
で
展
示
・

即
売
す
る
障
が
い
者
の
作
品
も
募

集
し
て
い
ま
す
〈
８
月
17
日
（
金
）

締
め
切
り
〉。

と 　

き　

９
月
15
日
（
土
）
〜
17

日
（
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
※ 「
情
報
通
信
機
器
展
／
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
」「
文

化
芸
術
展
」
は
、
15
日
（
土
）・

16
日（
日
）の
み
の
開
催
で
す
。

と 

こ
ろ　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
」（
堺

市
茶
山
台
１

－

８

－

１
）

入
場
料　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

府
障
害
保
健
福
祉

室
計
画
推
進
課
（
℡  
06
・
６
９

４
１
・
０
３
５
１　

℻  
06
・
６

９
４
２
・
７
２
１
５
）

※ 

障
が
い
者
作
品
展
へ
の
出
展
な

ど
に
つ
い
て
は
、
共
に
生
き
る

障
害
者
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
℡  
06
・
６
７
７
５
・
９
１
１

５　

℻  
06
・
６
７
７
５
・
９
１

１
６
）

第
34
回
ゆ
う
ゆ
う
講
座

（
老
人
大
学
）

① 

開
講
式
・
一
般
教
養
講
座
（
定

員
１
０
０
人
）

と 　

き　

９
月
19
日
（
水
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

テ 

ー
マ　

わ
が
家
の
防
災
対
策

講 　

師　

市
長
公
室
防
災
安
全
担

当
職
員

②
健
康
講
座（
定
員
１
０
０
人
）

と 　

き　

９
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

テ
ー
マ　

気
功

講　

師　

松
田
京
子
さ
ん

③
は
り
絵
講
座（
定
員
50
人
）

と 　

き　

10
月
12
日
（
金
）
午
後

１
時
15
分
〜
４
時

テ 

ー
マ　

来
年
度
の
干
支
を
は
り

絵
で
作
ろ
う

講　

師　

澤
田
和
子
さ
ん

対　

象　

60
歳
以
上
の
人

参
加
費　

無
料

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

２
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）
に
社

会
福
祉
協
議
会
か
、
市
民
総
合

窓
口
担
当

※ 

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
い
る

人
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
よ
り
多
く
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容

▽ 

７
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

４
時
＝「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
」

「
車
い
す
体
験
」

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
車
い
す

体
験
は
屋
外
）

▽ 

７
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
＝
「
視
覚
障
が
い
に

つ
い
て
」・「
ア
イ
マ
ス
ク
と
ガ

イ
ド
体
験
」・
２
日
間
の
ま
と

め
と 

こ
ろ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

30
人

費　

用　

５
０
０
円（
お
弁
当
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
実
態
調
査

　

在
宅
ケ
ア
の
支
援
と
緊
急
時
の

連
絡
先
を
把
握
す
る
目
的
で
、
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
に
あ
て
は
ま
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
の
人
は
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

調
査
対
象

▽ 

ひ
と
り
暮
ら
し
で
65
歳
以
上
の

人
▽ 

家
で
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の

人
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。
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福　
祉

大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
の
業
務
を
す
る
に
は
、

こ
の
試
験
に
合
格
し
、
実
務
研
修

課
程
を
修
了
し
て
府
の
介
護
支

援
専
門
員
資
格
登
録
簿
に
登
録

さ
れ
た
後
、
介
護
支
援
専
門
員
証

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

受 

験
資
格　

医
師
、
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
な
ど
で
保
健
、医
療
、

福
祉
の
各
分
野
で
５
年
以
上
ま

た
は
10
年
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
る
人

と 　

き　

10
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

桃
山
学
院
大
学
（
和
泉

市
ま
な
び
野
１

－

１
）、
大
阪

府
立
大
学
（
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン

パ
ス　

堺
市
中
区
学
園
町
１

－

１
）な
ど

申 

し
込
み　

６
月
22
日
（
金
）
〜

７
月
24
日
（
火
）〈
消
印
有
効
〉

に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
簡
易
書
留
で
〒
５
４
０

－
０
０
１
２　

大
阪
市
中
央
区
谷

町
５

－

４

－

13　

大
阪
府
谷

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

㈶
大
阪

府
地
域
福
祉
推
進
財
団
試
験
係

※ 

受
験
申
込
書
は
、市
役
所
本
館
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
、
青
年
の

家
、
星
田
出
張
所
、
府
民
情
報

プ
ラ
ザ
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
財
団
試
験
係

（
℡
06
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

保
険
・
年
金

老
人
医
療
証
の
交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、８
月
１
日
か
ら
老
人
医
療（
医

療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
医
療
証
の
交
付
申
請
（
代
理

申
請
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 
自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
12
年
８
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
19
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
者
証
、
そ
れ

ぞ
れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の

（
患
者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

23
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

老
人
医
療
証
の
更
新

　

現
在
、
老
人
医
療
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
８
月
１
日
（
水
）
以

降
引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る
人

は
、
７
月
末
頃
に
新
し
い
医
療
証

を
郵
送
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税 

の
納
期
月

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
２
期
分
の
納
期

月
で
す
。

　

期
限
の
７
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

国民健康保険料
の納付

　7月分の納期限は 7月 31
日（火）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

介
護
保
険
料
の
納
付

　

7
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
７
月
31

日
（
火
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

福　祉
　 介護支援専門員実務研修受講試験

保険・年金
　 老人医療証の交付申請
　 老人医療証の更新
　 老人医療の一部負担金助成申請
　 入院時の一部負担金・食事代の減額

  固定資産税・都市計画税の納期月
  国民健康保険料の納付
  介護保険料の納付
  介護保険料の本算定



(19)19.07.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

７
月
末
現
在
に
、
満
65
歳
以
上

で
老
人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
「
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
証
明
書
」
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。更
新
手

続
の
案
内
は
７
月
中
旬
に
送
る

予
定
で
す
。

対　

象

① 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
）に
該
当
す
る
人

② 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

⑤ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

※ 

そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

持 

ち
物　

そ
れ
ぞ
れ
該
当
を
証
明

す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
・
患

者
票
な
ど
）、
健
康
保
険
者
証
、

老
人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

23
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

入
院
時
の
一
部
負
担
金

お
よ
び
食
事
代
の
減
額

　

老
人
医
療
証
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
家
族

全
員
が
市
民
税
非
課
税
）
に
該
当

す
る
人
は
、
入
院
し
た
と
き
に
窓

口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
必
ず
入
院
す

る
前
（
現
在
入
院
中
も
含
む
）
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

※ 

す
で
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
申
請
」
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物　

老
人
医
療
証
ま
た
は
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
、
健
康

保
険
者
証

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

23
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

　7月は 1年間の介護保険料を決定する月です。
　7月中旬に、本算定納入通知書と介護保険料額決定通知
書を 65歳以上の被保険者に送ります。各通知書は、年間
保険料から仮算定期間保険料（納付書、口座振替の人は 4
～ 6月、年金から天引きの人は 4月～ 9月分）を引いた
額を月割り計算しています。
■第 1号被保険者（65 歳以上）の介護保険料
保険料
段階 19年度保険料段階区分 保険料額

第 1段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受
給者で市民税非課税世帯の人 28,176 円

第 2段階
世帯全員が市民税非課税で本人の
課税年金収入額と合計所得金額の合
計額が80万円以下の人

28,176 円

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2
段階に該当しない人 42,264 円

第 4段階 本人市民税非課税で、世帯に市民
税課税者がいる人 56,352 円

第 5段階 本人市民税課税で、合計所得が
200万円未満の人 70,440 円

第 6段階 本人市民税課税で、合計所得が
200万円以上の人 84,528 円

※ 所得金額は前年（18 年 1 月～ 12 月）の合計所得金額
です。合計所得金額とは、例えば公的年金収入のみの人
であれば、公的年金収入額から必要な経費にあたる公的
年金等控除額を差し引いた額となります（社会保険料等
控除前の額）。
■保険料の納め方

▽年金から天引き（特別徴収）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1万 5,000 円）
以上の人は、2か月ごとの年金定期支払時（偶数月）に、
自動的に 2か月分の介護保険料が天引きされます。

▽納付書および口座振替による（納付普通徴収）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1万 5,000 円）
未満の人や、特別徴収が開始される前の人は、納付書を送
りますので、納付期限までにお近くの金融機関に納めてく
ださい。
※納め忘れのない口座振替をお勧めします。

■介護保険制度について
　介護保険制度の被保険者は、40歳～ 64歳までの医療保
険加入者と、65 歳以上のすべての人が対象です。この制
度はみなさんの保険料と公費で運営され、保険料を納める
ことで、介護が必要になったとき、安心してサービスを利
用することができます。
■保険料は期限までに納めましょう
　保険料の滞納があった場合、介護サービスの自己負担額
が 1割から 3割になるなど、滞納期間に応じた保険給付の
制限を受けることがあります。
　7月中旬に、納入通知書を送りますので、必ず納期限内
に納めましょう。
■介護保険料の軽減
　低所得者に対する介護保険料の軽減策として、生活実態
に即して、真に生活が困難な状況にある人に対して、保険
料の軽減を行います。
対 　象　介護保険料段階区分が第 3段階で、次の①～⑤の
要件すべてに該当し、保険料の支払いが困難であると認
められる人

① 世帯全員が市民税非課税であること（確定申告または市
民税申告が必要）

② 世帯の年間収入合計が、96 万円以下であること（2人
以上の場合は、1人につき 48万円を加算）

③ 市民税課税者に扶養されていないこと（医療保険の扶養
者も含む）

④市民税課税者と生計を共にしていないこと
⑤ 資産などを活用してもなお、生活が困窮している状態に
あること（住居用資産を除く。預貯金などは 350 万円
以下）

軽減内容　介護保険料第 3段階を第 2段階とし、年額 1
万 4,088 円を軽減します。ただし当該年度の未到来納期分
を上限額とします。
■介護保険料の徴収猶予
　介護保険料の支払いが一時的に困難な状況にある人に対
して、保険料の徴収猶予制度があります。詳しくはお問い
合わせください。
申 し込み　19 年度本算定納入通知書および介護保険料決
定通知書（7月中旬に発送）、印鑑、預貯金通帳、年金
受給額が確認できるものを持参して高齢介護課

介護保険料の本算定（年間保険料の決定）　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　高齢介護課



19.07.01 (20)

保
険
・
年
金

19 年度国民健康保険料の料率 医療分 介護分
年
間
保
険
料
（
１
〜
３

の
合
計
）

1 所得割 基準総所得金額（18
年中の所得が対象） × 9.98％ × 1.52％

2 均等割 被保険者 1人あたり 34,500 円 9,400 円
3 平等割 1世帯あたり 29,800 円 5,600 円
限度額 52万円 8万円
40 歳以上 65 歳未満の国保加入者は、介護分が加算され
ます。

所得割の基準総所得金額の計算方法
◇給与所得等の場合
　給与収入－給与所得控除－基礎控除（33万円）
◇公的年金等の場合（昭和15年 1月2日以後に生まれた人）
　年金等の収入－公的年金等控除－基礎控除（33万円）
◇公的年金等の場合（昭和15年 1月1日以前に生まれた人）
　 年金等の収入－公的年金等控除－特別控除（7万円）－基礎控除（33
万円）
◇営業・その他の事業・不動産所得等の場合
　収入－必要経費（専従者給与、控除を含む）－基礎控除（33万円）
○ 保険料は、18年中（前年中）の所得と、19年度の加入者数および世
帯数を基準として決定します。また、保険料は医療分と介護分を合算
した額です。
※  7 月は、保険料が決定する月です。本算定納入通知書（19年 7月～
20年 3月）〈7月中旬発送予定〉は、確定保険料から仮算定期間（4
～ 6月）の額を差し引いたものを月割計算したものです。

 

国
民
健
康
保
険
の

料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

19
年
度
の
医
療
分
・
介
護
分
の

保
険
料
が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
料
率
は
、
医
療
費
の
伸
び

や
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前
年

中
（
平
成
18
年
）
の
所
得
の
状
況
、

19
年
度
の
加
入
者
数
お
よ
び
加
入

世
帯
を
基
に
算
出
し
た
案
を
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問

し
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
今
日
の

経
済
状
況
を
考
慮
し
、
保
険
料
率

お
よ
び
限
度
額
を
52
万
円
（
国
の

限
度
額
は
56
万
円
）
に
据
え
置
き

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
分
（
40
〜
65
歳
未

満
の
被
保
険
者
が
対
象
）
に
つ
い

て
は
、
介
護
保
険
の
１
人
あ
た
り

給
付
負
担
額
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
均
等
割
を
８
９
０
０

円
か
ら
９
４
０
０
円
に
、
平
等
割

を
５
５
０
０
円
か
ら
５
６
０
０
円

に
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

な
お
、
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

前
年
ど
お
り
８
万
円
（
国
の
基
準

は
９
万
円
）に
据
え
置
き
ま
す
。

　

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

保
険
料
率
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

国
民
年
金
保
険
料
の

一
般
申
請
免
除

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

19
年
度
（
19
年
７
月
〜
20
年
６

月
）
の
保
険
料
免
除
申
請
は
、
７

月
２
日
（
月
）
か
ら
受
付
開
始
し

ま
す
。

※ 

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。審
査

対
象
は
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
で
す
。

申 

請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
印
鑑
、
退
職
を
理
由
に
す

る
場
合
は
所
得
審
査
対
象
者
の

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
証
（
18
年
３
月
31
日
以
降

の
退
職
に
限
る
）

※ 

申
請
に
は
、
所
得
審
査
対
象
者

（
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
）

の
申
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当
か
、
枚
方
社
会
保
険
事
務
所

（
℡
８
４
６
・
５
０
１
１
）

保険・年金
　 国民健康保険の料率が決定
　 国民年金保険料の一般申請免除

環　境
　 牛乳パック出前工作教室
　 セミのぬけがら調査

くらし
　 セアカゴケグモに注意
　 まちづくりラウンドテーブル
　 枚方警察署からのお知らせ
　 リサイクルたい肥を無料配布

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

［広告］



(21)19.07.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

環　
境

牛
乳
パ
ッ
ク

出
前
工
作
教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡

会
は
、
地
区
の
子
ど
も
会
や
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
う
催
し
に
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

循
環

型
社
会
推
進
室

セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
調
査

　

府
は
、
宝
探
し
感
覚
で
セ
ミ
の

ぬ
け
が
ら
を
探
し
、
そ
の
種
類
と

数
を
調
べ
て
大
阪
の
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
「
身
近
な
生
き
も
の
調

査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
学
校
の
ク

ラ
ス
単
位
な
ど
参
加
は
自
由
で

す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.osaka

.jp/m
idori/index.htm

l

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

府
自
然
み
ど
り
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

く
ら
し

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　

市
内
で
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

攻
撃
性
は
な
く
お
と
な
し
い
ク

モ
で
す
が
、
強
い
毒
を
持
っ
て
い

ま
す
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ

け
て
も
、
素
手
で
触
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ク 

モ
の
特
徴　

体
長
約
１
㌢
、
全

体
に
黒
く
、
背
に
赤
い
ひ
も
状

の
模
様
が
あ
る

よ 

く
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ　

巣
を

は
る
適
当
な
す
き
間
の
あ
る
と

こ
ろ
（
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た

の
裏
、
植
木
鉢
の
縁
、
ク
ー
ラ

ー
の
室
外
機
の
裏
な
ど
）

駆 

除
方
法　

市
販
の
家
庭
用
ス
プ

レ
ー
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
て
駆
除

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ

て
、
参
加
者
の
目
的
に
応
じ
て
活

用
し
あ
う
話
し
合
い
の
場
で
す
。

ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

７
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

宮
島
智
世
さ
ん
＝
海

外
居
住
経
験
を
も
と
に
ま
ち
へ

提
案
「
子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な

未
来
の
た
め
に
！
」

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

７
月
は
暴
走
族
追
放
・
少
年
非

行
防
止
強
調
月
間
で
す
。「
忘
れ

る
な　

悲
し
む
人
が　

い
る
こ
と

を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子

ど
も
と
大
人
が
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
、
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
定
枝
の
リ
サ
イ
ク
ル

た
い
肥
を
無
料
配
布

と　

き

① 

７
月
19
日
（
木
）
正
午
〜
午
後

２
時

② 

７
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

正
午

※ 

小
雨
決
行
。荒
天
の
場
合
は
、
翌

週
の
同
曜
日
に
延
期
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

私
部
公
園
臨
時
駐
車
場

対 　

象　

た
い
肥
（
18
㌔
入
り
）

を
自
力
で
運
べ
る
人

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

日
（
①
か
②
ど
ち
ら
か
）
を
記

入
し
、
７
月
10
日
（
火
）〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

道
路
河
川
課
維

持
・
工
務
係

※ 

応
募
は
１
世
帯
１
枚
に
つ
き
た

い
肥
３
袋
（
18
㌔
入
り
）、
各
日

１
回
限
り
で
す
。

※ 

引
換
券
の
な
い
人
に
は
お
渡
し

で
き
ま
せ
ん
。引
換
券
が
配
布

日
前
日
に
な
っ
て
も
届
か
な
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

道
路
河
川
課

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所
衛

生
課
（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

か
、
市
環
境
保
全
課

牛乳パックを使ったおもちゃ
（パクパクカバさん）

［広告］

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさん
から有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡   06・6222・7999）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）
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く
ら
し

くらし
　 Loveゆう淀川上流クリーン作戦
　 私部南遺跡の現地公開

子育て
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 ミルキィベビー教室
　 マタニティー教室
　 歯ッピー教室
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 ぽっぽちゃん講座
　 わいわいくらぶ

  消費者相談

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

７
月
24
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　
「
簡
単
・
ら
く
ら
く
！

夏
の
お
や
つ
」
を
調
理
し
、
子

ど
も
と
一
緒
に
試
食

対 　

象　

２
歳
代
の
幼
児
と
保
護

者
定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の（
飲
み
物
、
お
む
つ
、
汚
れ
物

入
れ
な
ど
）
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課 

子
育
て

消費者相談
～「電話料が安くなる」　　
　　　　　　って本当？～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　
「
当
社
と
契
約
す
れ
ば

固
定
電
話
料
金
が
安
く

な
る
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
の
業
者
の
何
の
サ

ー
ビ
ス
で
し
ょ
う
か
。

固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、
よ
く
調

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

通
話
利
用
を
１

社
に
限
定
し
て
契

約
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
０
５
０
で
始
ま
る
番
号

の
Ｉ
Ｐ
電
話
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

回
線
を
使
用
す
る
電
話
も
多
く

の
業
者
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
適
当
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ

ば
料
金
節
約
に
な
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
一
般
に
「
市
内
」

「
府
内
市
外
」「
携
帯
」
な
ど
の

通
話
先
区
分
で
接
続
時
間
に
よ

り
業
者
が
料
金
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

相
手
が
同
じ
業
者
の
Ｉ
Ｐ
電

話
な
ど
指
定
の
通
信
方
法
で
あ

れ
ば
通
話
が
無
料
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。「
市
内
通
話
が
多

い
」「
東
京
の
家
族
に
よ
く
か
け

る
」
な
ど
、利
用
状
況
に
応
じ
て
、

お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
違
っ
て
き

ま
す
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。「
１
社
限
定
で
他
社
利
用

が
制
限
さ
れ
る
」「
現
在
利
用
中

の
電
話
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
使

え
な
く
な
る
」
な
ど
で
す
。

　

緊
急
通
報
装
置
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
接
続
に
影
響
は
で
な
い

か
。「
割
り
引
き
」
の
場
合
、
期

間
と
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ
う
。
申
し
込
み
か
ら
利
用
ま

で
何
日
か
か
る
か
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
契
約
書
で
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　

な
お
、
勧
誘
が
不
要
な
場
合

は
、
は
っ
き
り
断
っ
た
う
え
で
、

「
も
う
か
け
な
い
で
」
と
告
げ
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

ＱＡ助
言

Love

ゆ
う
淀
川
上
流

ク
リ
ー
ン
作
戦2007

と 　

き　

７
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
（
午
前
９
時
30
分

か
ら
説
明
会
）

と 

こ
ろ　

淀
川
河
川
公
園　

枚
方

地
区

内 　

容　

河
川
敷
の
紙
く
ず
、
空

き
缶
の
一
斉
ご
み
清
掃
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

同
作
戦
実
行
委
員

会
事
務
局
（
℡  
８
６
４
・
０
１

０
０　

℻  
８
６
４
・
０
５
０
０
）

私
部
南
遺
跡
の

現
地
公
開

と 　

き　

７
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

私
部
南
遺
跡
調
査
地

（
右
地
図
参
照
）

内 　

容　

弥
生
時
代
と
古
墳
時

代
の
竪
穴
住
居
、
堀
立
柱
建
物

や
溝
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
集
落

跡
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物

群
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
府
文
化

財
セ
ン
タ
ー
京
阪
調
査
事
務
所

（
℡  
８
９
５
・
１
２
０
０
）
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▽ 

妊
娠
中
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い

子
育
て
支
援
情
報

▽ 

先
輩
マ
マ
・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交

流
▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
た
め
の
食

事
② 

８
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
10

分
〜
正
午（
自
由
参
加
）

▽ 

助
産
師
か
ら
「
産
前
産
後
の
身

体
に
つ
い
て
・
知
っ
て
お
き
た

い
赤
ち
ゃ
ん
の
基
礎
知
識
」

▽ 
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
体
験
（
オ
ム

ツ
１
枚
の
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ

え
ま
す
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
マ
マ
の
歯
の

教
室
（
歯
み
が
き
実
習
）〈
透
明

コ
ッ
プ
・
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
が
必
要
〉

③ 

８
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
10

分
〜
正
午
（
予
約
制
、
定
員
15

組
、８
月
２
日
か
ら
受
付
）

▽ 

も
う
す
ぐ
パ
パ
に
な
る
人
が
主

役
の
教
室

▽ 

ち
ょ
っ
と
お
先
に
育
児
体
験

（
沐
浴
・
妊
婦
体
験
も
で
き
ま

す
）

※ 

祖
父
母
の
人
も
ご
見
学
く
だ
さ

い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

８
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

３
時
40
分（
自
由
参
加
）

わ
い
わ
い
く
ら
ぶ

① 
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
（
０
〜
１

歳
児
対
象
）

と 

き
・
と
こ
ろ　

９
月
６
日（
木
）

＝
あ
さ
ひ
幼
児
園

② 

親
子
の
び
の
び
遊
び
（
２
〜
３

歳
児
対
象
）

と 

き
・
と
こ
ろ　

９
月
11
日（
火
）

＝
く
ら
や
ま
幼
児
園

③ 

親
子
で
楽
し
む
ひ
ろ
が
り
遊
び

（
０
〜
１
歳
児
対
象
）

と 

き
・
と
こ
ろ　

10
月
25
日（
木
）

＝
く
ら
や
ま
幼
児
園

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
で
す
。

テ 

ー
マ　
「
親
子
で
楽
し
く
そ
だ

ち
愛
」

定 　

員　

各
コ
ー
ス
親
子
20
組

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
ｅ
メ

ー
ル
に
①
希
望
コ
ー
ス
②
参
加

者
氏
名
と
、子
ど
も
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
③
住
所

④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月

18
日（
水
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

こ
ど

も
室
「
わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
宛
」

（e-m
ail:kosodate@

city.
katano.osaka.jp

）

※ 

ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
者
に
は
確

認
メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
の
で
、３

日
以
内
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

ピ
ヨ
ピ
ヨ
離
乳
食
講
習
会

と　

き　

８
月
７
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
、〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
１
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

お
お
む
ね
生
後
３
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、タ
オ
ル

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

５
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

８
月
２
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

17
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

８
月
10
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

ご
ろ
り
ん
期
（
お
お
む

ね
生
後
４
か
月
〜
８
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
ご
ろ
り
ん
期
で
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

９
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課
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健　
康

健　康
　 外国語版母子健康手帳の配布
　 65歳からのいきいき健康講座
　 高齢者体力測定相談会
　 乳幼児の健診と相談
　 乳がん検診を受けましょう
　 8 月の予防接種

  9 月の集団健診

 

外が
い
こ
く
ご
ば
ん

国
語
版

母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
の
配は
い
ふ布

　

希き
ぼ
う
し
ゃ

望
者
に
母ぼ
し
け
ん
こ
う

子
健
康
手て
ち
ょ
う帳

の

外が
い
こ
く
ご
ば
ん

国
語
版
を
配は
い
ふ布

し
ま
す
。

　

下か

き記
の
８
か
国こ
く
ご語

を
用よ
う
い意

し
て

い
ま
す
の
で
、
希き
ぼ
う望

す
る
人ひ
と

は
、

Bilingual maternal and 
child health handbooks

Bilingual maternal and child 
health handbooks are available at 
City Hall.  
The handbooks are written in one 
of the following eight languages 
along with Japanese: English, 
Korean, Chinese, Thai, Tagalog, 
Portuguese, Indonesian, and 
Spanish.
If you wish to receive one, please 
inquire at a counter when you 
report your pregnancy at City Hall.
（If you already have the 
notebook,you may not accept the 
one.)
KENKOUZOUSHINKA（℡ 893・
6405）

母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
交こ
う
ふ
じ

付
時
に
窓ま
ど
ぐ
ち口
で

お
申も
う

し
出で

く
だ
さ
い
。

言げ
ん 　

語ご　

中ち
ゅ
う
ご
く
ご

国
語
・
英え
い
ご語
・
ハ
ン

グ
ル
語ご

・
タ
イ
語ご

・
タ
ガ
ロ
グ

語ご

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語ご

・
ス
ペ
イ
ン
語ご

※ 

す
で
に
母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
を
持も

っ

て
い
る
人ひ
と

は
除の
ぞ

き
ま
す
。

問と

い
合あ

わ
せ　

健け
ん
こ
う
ぞ
う
し
ん
か

康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
状
態
を

確
認
し
、
心
身
と
も
健
や
か
に
成

長
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

８
月
７
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

19
年
３
月
11
日
〜
４
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

７
月
17
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

17
年
12
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
２
歳
６
か
月
健
康
ス
ク
ー
ル

と　

き　

７
月
24
日（
火
）

受 

付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時
15

分
対 　

象　

17
年
１
月
〜
２
月
生
ま

れ
の
幼
児

■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

７
月
11
日（
水
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

15
年
12
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
の

相
談
や
遊
び
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
対
象

① 

７
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
０
歳
児

② 

７
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
１
歳
児
以
上

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容

▽ 

７
月
20
日
（
金
）
＝
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
３
階　

展
示
活
用
室

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
65
歳
か
ら
の
す
こ
や
か
食
生

活
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分

＝
「
毎
日
い
き
い
き
！
運
動
習

慣
」

▽ 

７
月
27
日
（
金
）
＝
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
４
階　

多
目
的
ホ
ー

ル
① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
お
口
の
手
入
れ
で
元
気
歯
つ

ら
つ
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
も
の
忘
れ
・

う
つ
病
を
防
ご
う
〜
」

定　

員　

各
回
50
人

※ 

両
日
と
も
の
参
加
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
１
日
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

２
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

高
齢
者
体
力
測
定
相
談
会

と　

き　

８
月
６
日（
月
）

①
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※ 

①
②
の
ど
ち
ら
か
を
指
定
し
て

く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

２
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課
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※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

9月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）　　　　　　　　　　　　　　　　
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

5 日（水） 総合健診D 40歳以上の人
※ 総合健診Dは、9月27日㈭・
10月1日㈪・2日㈫のいずれか
の結果説明会に参加できる人。

60 人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。5日は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

19日（水） 総合健診A 70人
郵　送

26日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の人 70人

5・19日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
5・19・26日 骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査

19・26日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  19 年 4 月 ～ 20 年 3 月 に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　7月 20日（金）午前 9時から健康増進課

※説明会と郵送では、結果報告書の様式が異なります。
※各がん検診は、治療中の人はご遠慮ください。

８
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

８
月
２
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階

費　

用　

無
料

対 　

象　

生
後
３
〜
６
か
月
未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 
生
後
6
か
月
を
過
ぎ
る
と
有
料

で
の
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

医
師
の
指
示
で
6
か
月
ま
で
に

接
種
で
き
な
い
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う

を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

麻
し
ん
風
し
ん
に
関
す
る
予
防

接
種
は
、
次
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。

対 

象
年
齢　

１
期
＝
満
１
歳
〜
２

歳
未
満
、
２
期
＝
小
学
校
入
学

前
年
度
（
13
年
４
月
２
日
〜
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
ワ
ク
チ
ン

▽ 

ど
ち
ら
に
も
か
か
っ
て
い
な
い

人
＝
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン

▽ 

ど
ち
ら
か
に
か
か
っ
た
人
＝
か

か
っ
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン

費　

用　

無
料

接
種
期
間　

20
年
３
月
22
日
ま
で

※ 

期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

（
有
料
）に
な
り
ま
す
。

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
は
、

「
わ
が
家
の
健
康
管
理
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

現
在
、
積
極
的
勧
奨
は
見
合
わ

せ
中
で
す
が
、
流
行
地
域
へ
渡
航

す
る
人
や
畜
産
業
な
ど
蚊
に
さ
さ

れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
人
、
保
護

者
が
特
に
希
望
す
る
場
合
は
、
同

意
の
上
で
、
定
期
接
種
と
し
て
接

種
可
能
で
す
。

　

接
種
間
隔
が
乱
れ
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
接
種
前

に
必
ず
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

乳
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

乳
が
ん
は
、
死
亡
率
・
り
患
率

と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。乳
が
ん

は
、
早
期
発
見
・
治
療
が
有
効
な

が
ん
な
の
で
、
自
己
検
診
と
と
も

に
乳
が
ん
検
診
が
重
要
で
す
。

　

検
診
に
は
集
団
検
診
と
個
別
検

診
が
あ
り
、
集
団
検
診
は
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
で
決
ま
っ
た
日
程
で

実
施
し
て
い
ま
す
。個
別
検
診
は
、

ご
自
身
の
体
調
（
乳
房
の
張
り
の

少
な
い
時
期
、
閉
経
前
の
人
は
、

生
理
が
終
わ
っ
て
４
〜
５
日
く
ら

い
）
に
合
わ
せ
て
検
診
日
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。い
ず
れ
か
の

方
法
で
２
年
に
１
度
は
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
、奇
数
年
生
ま
れ（
元

号
）
で
、
40
歳
以
上
の
女
性
を
対

象
に
、
集
団
検
診
は
ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
で
、
個
別
検
診
は
交
野
病

院
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

星
の
ま
ち
観
光
協
会

ふ
る
さ
と
交
野
を
観
光
都
市
に

Vol.36

　　

昨
年
、
一
昨
年
と
、
大
好
評
の「
天
の
川
七

夕
ま
つ
り
」
も
、
今
年
の
開
催
ま
で
あ
と
少

し
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
ま
つ
り
を
主
催
す
る
星

の
ま
ち
観
光
協
会
の
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ

ン
バ
ー
13
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
同
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

観
光
協
会
の
始
ま
り

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ 　

ふ
る
さ
と
交
野
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
、
産
物

を
市
民
自
ら
の
手
で
磨

き
育
て
「
住
ん
で
良
し
、

訪
れ
て
良
し
」の
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
16
年
に
「
交

野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
活

発
な
事
業
展
開
を
す
る
た
め
に
19
年
２
月

20
日
に
観
光
協
会
に
移
行
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

具
体
的
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

主
な
活
動
は
、
星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ

オ
ー
ク
と
天
の
川
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
す

る
こ
と
で
す
。
協
会
機
関
誌
も
年
２
回
発

行
し
、
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
企
画
か
ら
実
行

ま
で
、
す
べ
て
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

営
し
て
い
ま
す

Ｑ 　

ど
の
よ
う
な
人
が

メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

観
光
や
地
域
活
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

歴
史
や
古
文
化
関

係
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
経

験
者
な
ど
様
々
で
す
が
、

交
野
が
大
好
き
だ
、
交
野

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と

い
う
人
た
ち
が
１
５
０
人

ほ
ど
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

観
光
協
会
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
。

Ａ 　

17
年
に
市
民
の
公
募
に

よ
り
、
黄
色
い
体
は
「
星
」、

水
色
の
し
っ
ぽ
は
「
天
の

川
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
星

の
天
満
」
と
い
う
、
な
ご
み
系
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
い
ま
す
。現
在
、「
星
の
天
満
」
は
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
シ
ー
ル
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ  　

今
年
も
い
よ
い
よ
七
夕
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
ね
。

Ａ 　

今
年
は
、
全
国
七
夕
サ
ミ
ッ
ト
の
お
客

さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
天
の
川
七

夕
ま
つ
り
で
は
、
新

設
さ
れ
た
私
市
水
辺

プ
ラ
ザ
や
星
の
里
い

わ
ふ
ね
な
ど
で
、
い

ろ
い
ろ
な
企
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

Ｑ　

昨
年
と
違
う
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ  　

竹
灯
ろ
う
の
道
を

私
市
水
辺
プ
ラ
ザ

ま
で
延
長
し
、
全
長

１
・
５
㌔
㍍
の
道
に

な
り
ま
す
。ま
た
、「
伝
説
ロ
マ
ン
」を
テ
ー

マ
に
し
た
大
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
つ
く
り

ま
す
。
倉
治
の
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
で

は
七
夕
伝
説
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
あ
た
り
、
大
規
模
で
行

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

最
後
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
見
て
い
る
だ

け
で
な
く
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
天
野
川
の
環
境
整

備
を
は
じ
め
、
交
野
の
多
く
の
文
化
遺
産

を
結
ぶ
古
道
整
備
な
ど
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
結
ば
れ
、
観
光
都
市
と
し
て
認
め
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

星
の
ま
ち
観
光
協
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内　

℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

星のまち観光協会の女性メンバー

七夕まつりの準備をする
ボランティアのみなさん

イメージキャラクターの
星の天満（あまん）
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市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　　

Ｑ 　

毎
年
き
ち
ん
と
草
刈
り
を
す
る
の

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
草
刈
り
を

頼
め
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。Ｏ

さ
ん

Ａ 　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
、

除
草
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
の

庭
の
除
草
か
ら
、
田
畑
の
除
草
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
料
金
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

料　

金

▽ 

手
刈
り
除
草
＝
６
６
９
６
円
（
事
務

手
数
料
込
み
）

▽ 

機
械
刈
り
除
草
＝
１
万
４
円
（
事
務

手
数
料
・
燃
料
費
込
み
）

※ 

料
金
は
、
１
人
で
１
日
（
６
〜
７

時
間
程
度
）
作
業
を
行
っ
た
金
額
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注
意
点

▽ 

会
員
（
高
齢
者
）
が
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
高
所
や
山
間
部
、
急
斜
面

な
ど
の
危
険
な
場
所
で
の
作
業
は
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽ 

刈
り
取
っ
た
草
は
、
家
庭
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

受 

付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分

申
し
込
み　

電
話
か
窓
口
ま
で
来
所

　

 　

除
草
作
業
の
ほ
か
に
も
、
ふ
す
ま

や
障
子
、
畳
な
ど
の
は
り
替
え
や
、

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ 

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
℡  
８
９
３
・

０
４
３
０
）

児　童　書
「だめよ、デイビッド！」
　　　　　　　　　（評論社）
　
　どろんこで
おうちに入る、
お 風 呂 で 騒
ぐ、裸のまま
外に飛び出す
し、食べ方は
めちゃくちゃ、
とお行儀は最悪…。あげくの果
てにとうとう…ほーら、やっぱ
り！
　縦長大きめの見開きいっぱい
に描かれたデイビッドの悪行の
数々。幼児の特性を大胆にとら
えたこの絵本は、見ごたえ十分
です。子どもはデイビッドに自
分を重ねて思わずニヤーッ。「こ
んなんしていいの？」
　毎日の子育てで、ふと「疲れ
たな」と感じたときに読んでみ
てください。そして、最後のペ
ージの気持ちを忘れないでくだ
さい。実は育児にかかわる大人
にとって、とても大切なことが
描かれている作品なのかもしれ
ません。

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

魔女の宅急便　その5
　角野栄子　福音館書店
もくもくやかん　　
　かがくいひろし　講談社
たいようオルガン
　荒井良二　アートン
ともだちみっけ
　那須正幹　ポプラ社
むしたちのえんそく
　得田之久　童心社
まちのコウモリ
　中川雄三　ポプラ社
うたちゃんちのマカ
　柏葉幸子　講談社
海にきらめく鏡の城
　ジェニー・ニモ　徳間書店

さくら横丁
　さくらももこ　集英社
本当に生きた日
　城山三郎　新潮社
ものぐささん美肌法
　島野孝子　新風舎
名城と合戦の日本史
　小和田哲男　新潮社
デジタルキッズ
　坂本旬　旬報社
この人の言っていることは本当か？
　渋谷昌三　PHP研究所
日本一不運な男　
　新堂冬樹　中央公論新社
気になる手作り
　雄鶏社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、市長公室広聴広報担当
へお寄せください。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所市長
公室広聴広報担当「は～い！こち
らは広報です」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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星のまちっこ自然探検隊
　6月2日（土）、星の里いわふねで子ども時代に自然を
体験することを目的に、市内の小学1～6年生40人で
星のまちっこ自然探検隊が結成されました。
　第1回目は、シニア自然大学のスタッフの指導を受け
ながら、山での宝物探し、紙飛行機づくり、紙すきしたは
がきでスタンド作りなどを行いました。学年が入り混じ
った新しい友達と一緒に、初めての体験に目を輝かせて
いました。

AA L BB U M
あ る ば む

いきものふれあいセンター20万人目の来館
　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館
者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし
た。
　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足
で訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーでで訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーでで訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーでで訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーで
は、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもたは、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもたは、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもたは、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもた
ちは大喜びしていました。ちは大喜びしていました。
　センターからは、3年生全員を20万人目とする認
定書と記念品が贈られました。

早くトンボになってね
　5月23日（水）、枚方市の渚水みらいセンターで「トン
ボの生態観察とヤゴ放流の集い」が開かれ、岩船小（66
人）と長宝寺小（69人）の4年生が参加しました。
　前半は関西トンボ談話会の谷幸三先生による「トンボ
のお話」があり、子どもたちは興味津々。後半のヤゴの
放流では、各学校交代で10人ほどの児童が一列に並び、
ビーカーに入った10匹ほどのヤゴを慎重に池に放しま
した。
　児童たちは「トンボになるのが楽しみで、待ち遠しい
です」と笑顔で話していました。

祝祝祝
　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館

祝
　5月18日（金）、いきものふれあいセンターの来館
者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし

祝
者数が20万人を超え、記念セレモニーが行われまし

　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足祝　平成4年の開館から、記念すべき20万人目は、遠足
で訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーで祝で訪れた長宝寺小学校の3年生72人。セレモニーで祝祝は、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもた祝は、20万人の来館を祝うくす玉が割られ、子どもた
ちは大喜びしていました。
祝

ちは大喜びしていました。

韓国のオクヒョン中学校一行が学校訪問
　6月4日（月）、交野一中を韓国ウルサン市のオクヒ
ョン中学校の一行（生徒33人、教員3人）が友好訪問し
ました。同校と交野一中とは、昨年から英語のeメール
での交流を続け、今回念願かなっての訪問となりまし
た。
　まず生徒会が歓迎式を図書室で開き、お互いの国の
言葉であいさつを交わしました。その後体育館に移動
して、3年1組の生徒とバレーボールを行い、友好を
深めました。
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AA L BB U M

待ちに待ったプール開き
　6月12日（火）、星田小学校で、4年生80人が今年
初めて水泳の授業を受けました。
　この日の気温は30度を超し、そんな中でプールに
入れるとあって、児童らは大喜び。水を掛け合ったり、
全員で水中を回って渦巻をつくったりと、1年ぶり
のプールを気持ち良さそうに満喫していました。

  　
　

街
で
見
か
け
た

　
　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

　 

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備

　

５
月
27
日
（
日
）、
市
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
で
交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会（
渡

邊
清
夫
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
23
人
と

同
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
ル
パ
ー
4
人
ら
が

協
力
し
て
、
雑
草
の
刈
り
込
み
と
枯

れ
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

交
野
山
森
林
公
園
を
中
心
に
里
山

の
整
備
を
重
点
に
活
動
し
、
今
年
で

７
年
目
を
迎
え
会
員
も
１
０
０
人
を

超
え
る
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会
。
市
青
少

年
育
成
課
か
ら
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

の
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

渡
邊
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
枯
れ

た
木
や
倒
れ
た
木
、
見
通
し
を
悪
く

し
て
い
る
笹
の
処
置
な
ど
を
キ
ャ
ン

プ
場
の
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
整
備
が
で

き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」
と
、
話

し
て
い
ま
し
た
。

男
性
の
学
生
ヘ
ル
パ
ー
は
「
安
全

の
た
め
に
、
切
る
べ
き
木
か
、
ど
う

か
の
見
極
め
方
や
、
切
り
方
の
指
導

な
ど
山
の
手
入
れ
の
方
法
を
教
え
て

も
ら
い
、
非
常
に
有
意
義
な
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
よ
り
良
い
山
づ
く
り
を
し

て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

手
入
れ
を
し
た
山
は
、
見
違
え
る

ほ
ど
陽
が
通
る
よ
う
に
な
り
、
キ
ャ

ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
待
つ
ば
か

り
。
み
な
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
今

夏
も
ま
た
、
多
く
の
若
者
が
こ
の
場

所
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
こ
と
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー　

村
田
健
一

クルマは必ずガレージへ
　6月4日（月）、私部地区役員や市交通安全対策協議
会、枚方警察署員ら27人が、私部地区内でめいわく駐
車追放合同パトロールを実施しました。
　広報テープを流しながら巡回したところ、すぐに移
動したり、ガレージに入れる車も見受けられましたが、
22台のめいわく駐車車両には、「その駐車　あなたが
よくてもみんなが困る」、「クルマは必ずガレージへ」な
どと書かれた啓発ステッカーをワイパーにはさみ、注
意を促しました。

汗を流し、ひたむきに作業するメンバー
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私市の石仏さん②

哮ヶ峰

磐船神社の御神体

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。今
月
は
山
の
涼
を
求
め
て
、

私
市
駅
か
ら
天
野
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
上
流
の
磐
船
峡
に
伝
わ
る

神
話
の
世
界
と
磐
船
神
社
の
石
仏

を
紹
介
し
ま
す
。

哮た
け
る
が
み
ね

ヶ
峰

　

私
市
駅
か
ら
磐
船
街
道
（
国
道

１
６
８
号
）
を
生
駒
方
面
へ
少
し

行
く
と
、「
星
の
里
い
わ
ふ
ね
」
に

着
き
ま
す
。

　

施
設
の
前
の
橋
を
渡
り
、
川
沿

い
の
道
を
登
る
と
、「
ほ
し
だ
園

地
・
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
へ
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
心

地
よ
い
川
風
に
あ
た
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
40
分
、
森
林
鉄
道
風

歩
道
橋
の
歩
道
を
過
ぎ
る
と
ほ
し

だ
園
地
の
入
り
口
「
ピ
ト
ン
の
小

屋
」に
到
着
し
ま
す
。

　

ピ
ト
ン
の
小
屋
か
ら
北
の
方

角
に
見
え
る
切
り
立
っ
た
崖
が

「
哮
ヶ
峰
」
で
す
。
こ
の
峰
は
か
つ

て
の
石
切
り
場
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
現
在
は
す
ぐ
そ
ば
に
ロ
ッ
ク

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
記
録
に
は
、大
昔
、

物
部
氏
の
祖
先
で
あ
る
饒に

ぎ
は
や
ひ
の

速
日

命み
こ
とが
磐い

わ
く
す
ぶ
ね

樟
船
に
乗
っ
て
天
か
ら
降

り
て
き
た
場
所
だ
と
伝
え
て
い
ま

す
。

樟
船
と
し
て
古
来
か
ら
崇
拝
さ
れ

て
い
ま
す
。御

神
体
の
銘

　

こ
の
御
神
体
の
上
面
に
は
、「
加

藤
肥
後
守　

石
切　

ア
イ
リ
・・・
」

と
銘
文
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊

臣
秀
吉
が
大
阪
城
築
城
の
際
、
加

藤
清
正
が
石
屋
に
命
じ
て
岩
を
割

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
岩
か
ら
血

が
流
れ
出
し
た
た
め
、
思
い
と
ど

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
藤
清
正
が
肥
後
守

と
な
る
の
は
１
６
０
３
年
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
、
実
際
に
は
江

戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
話
で

し
ょ
う
。

磐
船
神
社
の
御
神
体

　

哮
ヶ
峰
か
ら
磐
船
神
社
へ
は
、

磐
船
街
道
を
歩
く
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
星
の
ブ
ラ
ン
コ
で
空
中
遊

泳
を
楽
し
ん
だ
後
、
木
立
の
中
を

ゆ
っ
く
り
磐
船
神
社
ま
で
回
る

コ
ー
ス
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

磐
船
神
社
周
辺
に
は
、
多
く
の

巨
岩
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
磐
船

神
社
で
は
、
そ
の
う
ち
一
つ
を
御

神
体
と
し
て
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。

　

御
神
体
は
、
幅
18
㍍
、
高
さ
12

㍍
も
あ
り
、
神
殿
に
覆
い
か
ぶ
さ

る
よ
う
に
船
首
を
南
に
向
け
て
座

し
て
い
ま
す
。

　

船
の
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
饒
速
日
命
が
乗
っ
て
来
た
磐

協力：歴史民俗資料展示室ボランティア解説員（℡ 810・6667）
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私
市
石
仏
め
ぐ
り
マ
ッ
プ

　5月 23日（水）、実際に石仏を訪ね歩く、歴史民俗
資料展示室主催の「第 1回石仏さんツアー」が、24
人の参加で行われました。
　講師の平田政信さんの、ジョークを交えた軽快な
解説のもと、かいがけ広場の石仏さんやスマイル地
蔵さんを訪ねました。参加者には古文化ファンも多
かったのですが、多くの新しい発見に目を輝かせて
いました。
　「第 2回石仏さんツアー」は、9月開催予定です。

第1回石仏さんツアー

四よ
ん
し
ゃ
み
ょ
う
じ
ん

社
明
神

　

御
神
体
の
巨
岩
の
東
側
に

は
、
四よ
ん
そ
ん
ま
が
い

尊
磨
崖
石
仏
（
四
社
明
神
）

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
幅
２
・
２

㍍
、
高
さ
１
・
09
㍍
の
彫
り
込

み
内
に
、
向
か
っ
て
右
か
ら
地

蔵
菩
薩
坐
像
、
阿
弥
陀
如
来
坐

像
、
十
一
面
観
音
坐
像
、
勢せ
い
し至
菩

薩
坐
像
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
磨
崖
石
仏
は
、
南
北
朝
時

代
の
作
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

安
時
代
以
降
、
交
野
地
方
が
京
都

の
皇
族
や
宮
廷
人
の
遊
狩
場
・
歌

所
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
歌
の

神
で
あ
り
航
海
の
神
で
も
あ
る
住

吉
四
社
明
神
を
ま
つ
る
神
社
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

四
社
明
神
の
南
（
川
の
中
）
の

大
石
に
柱
の
跡
が
見
ら
れ
、
昔
は

四
社
明
神
か
ら
こ
の
大
石
ま
で
屋

形
が
突
き
出
て
い
て
、
こ
こ
か
ら

御
神
体
の
巨
岩
と
四
社
明
神
を
拝

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

　

今
は
対
岸
か
ら
拝
観
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
朝
、
木
漏
れ

日
が
降
り
注
ぎ
、
水
辺
の
光
に
き

ら
き
ら
と
輝
い
て
見
え
る
四
社
明

神
は
、
な
ん
と
も
神
秘
的
な
雰
囲

気
で
、「
あ
ぁ
、
美
し
い
」「
あ
ぁ
、

あ
り
が
た
い
」
と
思
わ
ず
感
動
の

声
を
あ
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

不
動
明
王
石
仏

　

磐
船
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た

西
側
（
左
）
の
大
岩
に
、
仏
高
１
・

23
㍍
の
不
動
明
王
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
不
動
明
王
は
、
右
手

に
剣
、
左
手
に
羂け
ん
さ
く索
（
５
色
の
糸

で
つ
く
る
縄
状
の
仏
具
）を
持
ち
、

火か
え
ん焔

を
背
に
怒
り
に
満
ち
た
顔

立
ち
で
ど
っ
し
り
と
立
っ
て
お
ら

れ
、
い
か
に
も
仏
敵
は
、
こ
と
ご

と
く
蹴
散
ら
し
て
や
る
ぞ
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
お
姿
で
す
。

　

切
り
込
み
の
右
側
に
「
交
野
郡

住
吉
大
明
神
関
白
大
蔵
坊
」、
左

側
に
「
天
文
十
四
年
（
１
５
４
５

年
）
十
二
月
吉
日
法
印
清
忍
」
と

確
認
さ
れ
、
室
町
時
代
後
期
の
作

で
あ
る
事
が
分
か
り
ま
す
。

　

磐
船
神
社
は
、
岩
窟
め
ぐ
り
が

有
名
な
神
社
で
す
。

　

真
っ
暗
な
岩
窟
で
宇
宙
か
ら
の

気
を
感
じ
と
る
修
験
道
の
修
行
の

一
つ「
岩
窟
め
ぐ
り
」を
、
み
な
さ

ん
も
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
７
月
７
日
（
土
）
は
、
夕

方
か
ら
、
今
回
の
出
発
地
で
あ
る

私
市
駅
か
ら
私
市
水
辺
プ
ラ
ザ
の

周
辺
で
「
天
の
川
七
夕
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

明
る
い
う
ち
に
ハ
イ
キ
ン
グ
が

て
ら
石
仏
を
め
ぐ
り
、
暗
く
な
っ

た
ら
天
野
川
に
映
る
竹
灯
ろ
う
を

眺
め
な
が
ら
、
古
代
の
人
々
の
天

空
へ
の
思
い
に
夢
を
は
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

村
田
義
朗

不
動
明
王
石
仏

四
社
明
神
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談（弁護士）　
　26日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前（休
　 日の場合はその翌日）の9時30分から電話で市長公室
（℡   892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　11日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　 14日（土）郡津公民館、20日（金）市役所別館、いずれ
も13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 24日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　25日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1水曜日・第3金曜日、
いずれも13～16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～17時30分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター（℡   893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　6日（金）と20日（金）13時30分～15時、青年の家
　10日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　12日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定
　員3人（予約制）、予約は電話で市長公室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　19日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談
　毎日16時～17時30分、市長公室人権政策担当
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡  892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

7月   4 日
（第1水曜日）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

7 月 11 日
（第 2水曜）

7 月  11 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

7 月 18 日
（第 3水曜）

7 月  18 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

7 月 25 日
（第 4水曜）

7 月  25 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

7 月  4 日
（第1水曜日）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）・傍示

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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７月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

7月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。
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元気いっぱい わんぱく相撲

　5月27日（日）、武
道館前相撲場で、第
48回市長杯わんぱく
相撲大会が開かれま
した。
　小学1～5年生、
52人の元気いっぱい
の子どもたちが集ま

りました。まわし姿もきりりと勇ましく、精いっぱ
い力を出してがんばる姿に、観戦者から大声援が沸
いていました。

  大会結果　●●●

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

新日本婦人の会・絵手紙小組
　毎月第 3火曜日午後 2時～
4時、ゆうゆうセンター。へた
がいい、へたでいい。みんなと
一緒に絵手紙楽しみましょう。
月会費 700 円と 1 回 200 円。
［申・問］𠮷井さん（℡   893・
4067）

新日本婦人の会・ヨガ小組
　毎月第 2・4水曜日午後 1時
30 分～ 3 時、ゆうゆうセンタ
ー。自分の呼吸に合わせて体を
動かし、心も体もリフレッシュ。
1度体験に来きませんか。月会
費700円と1回1,000円。［申・
問］原口さん（℡   893・2935）

都市近郊の森を育てる会
　毎月第 2・3日曜日午前 9時
～午後 4時。倉治の源氏の滝上
の「げんじの丘」で里山保全活
動。入会費無料。年会費は個人
2,000 円、家族 3,000 円、法人
5,000 円。［申・問］山本さん（℡  
893・1716）

やさしいにほんごきょうしつ
　まいつきだい 1～ 4 げつよ
うび、10:00 ～ 11:30、ぎんこ
う2かい（きさべ3－15－7）。
がいこくじんぼしゅう。かいひ
600 えん（6かげつぶん）。レベ
ルにあわせてたいおうします。

しゅさいは PLANET 日
に ほ ん ご

本語プ
ラザ。［申・問］八重尾 (やえお）
さん（℡  ・℻   892・2612）

大阪市民踊ふじ美会
　月 3回水曜日午後 1時 30分
～ 3時 30 分、藤が尾府営集会
所。全国の盆踊りを練習してい
ます。「すきやねん大阪」「河内
音頭」など。動きやすい服装で
来てください。月会費 1,000 円
［申］直接会場［問］札埜さん（℡  
893・3758）

交野手打ちそば工房
　毎月第 4日曜日正午～午後
3時、私部会館 1階会議室。一
緒にそば打ち体験しませんか。
材料費 2,500 円（そば粉 700
㌘）。講師はそば打ち愛好会有
段者 4人。［申・問］後藤さん（℡  
893・3484）

バドミントン始めませんか
　毎週月曜日午後 2時～ 4 時
30分、星田会館。気楽なサーク
ルです。初心者見学歓迎。入会
金無料。月会費 1,500 円。［申・
問］水本さん（℡   893・3960）
か、山野さん（℡   893・5699）

子供硬式テニス教室
　7月 30日（月）～ 8月 10日
（金）の毎週月・水・金曜日、午
前 9時～ 11 時の間で 1時間、
私部公園テニスコート。対象は
市内在住の小学 3～ 6年生。参

  募　　集　●●●

春季会長杯剣道大会
　5月 6 日（日）、武道館で 90
人が参加して開かれました。優
勝者は次のとおり。敬称略。

▽初心者の部
　田中清貴

▽小学生低学年の部
　松井大河

▽小学生高学年の部
　松井捷平

▽中学生男子の部
　小坂駿太

▽中学生女子の部
　小坂さくら

▽高校・一般二段以下の部
　宮井瑞生

▽高校・一般三・四・五段の部
　中村滋

▽団体戦
　交野市少年剣友会A

第42回市長杯ゲートボール大会
　5月 31 日（木）、天の川緑地
公園コートで、13 チーム（70
人）が参加して開かれました。
上位の成績は次のとおり。敬称
略。
1位　星田山手チーム
2位　私部チーム

加費 3,000 円（保険代含む）。
［申］7 月 21 日（土）までに青
年の家［問］安永さん（℡   891・
1923）

日本一の歌声目ざして
　
　5 月 27 日（日）、高槻現代
劇場で開かれた全日本お母さん
コーラス大阪大会で、市内のコー
ラスグループ「コール・ポコ」が、
優秀賞に選ばれ、8月に鳥取で
開かれる全国大会に出場します。
　代表の藤本信子さんは、「昨年、
初参加にもかかわらず、府代表１歩手前の評価を受けたので、
今年は代表にと、みんなで練習に励んできました。団結力は
ピカイチなので、気持ちを一つにがんばりたいです」と、意
気込みを語ってくれました。
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

　　　　　

明と質疑応答。講師は市職員。
視覚障がい者と家族は誰でも参
加可。参加費無料。［問］津熊さ
ん（℡   892・3808）

第 3バザー
　7月 21日（土）午前 10時～
午後 4時、作業所クローバー。
日用品・衣類・食器ほか、掘り
出し物がいっぱいです。値段も
格安です。ご利用ください。［問］
上野さん（℡   894・4822）

植物園観察会「水生植物」
　7月 21 日（土）午後 1時 30
分～ 2 時 30 分、私市植物園。
雨天中止。約 80 種類の水生植
物を教員の解説で観察します。
入園料 350 円（中学生以下無
料）。［申］直接会場［問］同植物
園（℡   891・2059）

里山を知ろう
　7月 22 日（日）午前 9時 30
分、河内磐船駅集合。里山（駅
から徒歩 15 分）についての話
や、下草刈りなどの整備。参加
費無料。持ち物は昼食、水筒、軍
手など。［申・問］樹木・環境ネ
ットワーク協会の山本さん（℡  
893・1716）

福岡公之介絵画展
　7月 24日（火）～ 29日（日）
午前 9時～午後 5時、青年の家
1階ロビー。油絵展示。［申］直
接会場［問］福岡さん（℡   892・
5835）

第 1回フラダンス発表会
　7月 28 日（土）午後 1時 30
分（開演）、ゆうゆうセンター交
流ホール。楽しく優雅で健康的
なフラダンスをぜひお楽しみ
ください。参加費 300 円（お茶
菓子代）。［問］泉さん（℡   891・
3712）

フリーマーケット
　7月 28日（土）午前 10時～
午後 2時、松塚公園。衣類・小

物などを販売しています。出
店者も募集しています。参加費
500 円。［申・問］上野さん（℡  
894・4822）

障害をもつ子どもの進路を考える
　7月 28日（土）午後 2時～ 4
時、ゆうゆうセンター 2階。障
がい者が高校にいる事の意味。
障がいのある生徒を高校へ迎え
て…。語り合いませんか？参加
費無料。［申・問］知的障害者を
普通高校へ北河内連絡会の大町
さん（℡   090・4908・3110）

夏休み親子パン教室
　7月 31日（火）〔午前の部〕午
前 9時～正午〔午後の部〕午後
1時～ 4 時、8 月 23 日（木）・
24日（金）午前のみ、ゆうゆう
センター。親子で楽しくパン
作りしましょう。費用は親子で
2,600 円。講師はピーターぱん
クラブの山田和子さん。［申・
問］横山さん（℡   090・3999・
5973）

交野発☆子どもミュージカル
　8月 5日（日）午前 11時から
と、午後 2時の 2回公演、ゆう
ゆうセンター多目的ホール。か
たのキッズコンサートVol.4 サ
ウンドオブミュージック。子ど
もミュージカル第 1期生と「音
夢の会」の演奏。協力金 300 円
（前売りのみペア 500 円）。［問］
前 田 さ ん（ ℡   090・2282・
0054）

  ハイキング　●●●

西播磨佐用ひまわり散策
　7 月 28 日
（土）午前 7時
50 分、河内磐
船駅集合。雨
天中止。京橋－
大阪－姫路－
本竜野－徳久
－林崎－ひまわり祭り－東徳

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽倉治の新庄滋商店から1万円
▽松塚の岡本功さんから6万円

▽  松下電器産業株式会社企業ス
ポーツセンターから、第 13
回 Vプレミアリーグ、ホーム
ゲームの収益金の一部、8万
5,522 円

AEDの寄贈
　国際ソロプチミスト大阪－交
野（諏訪節会長）から、市教育委
員会に AED（自動体外式除細
動器、30 万円相当）を寄贈し
ていただきました。

緑基金
　国際ソロプチミスト大阪－交
野（諏訪節会長）から、「緑の環
境を守る事業」にと、15 万円
を寄付していただきました。

能登半島地震の災害義援金
　5月 31 日（木）まで、市の施
設や社会福祉法人施設に設置
していた募金箱の総額は、2万
8,088 円でした。みなさんの善
意は、石川県共同募金会を通じ
て、被災者のみなさんに配分さ
れます。ご協力ありがとうござ
いました。

久。一般向け 8㌔。参加費 200
円。交通費 2,800 円（青春 18
きっぷ使用）。［問］鶴園さん（℡  
891・6002）

福知山散策
　8月 11日（土）午前 7時、河
内磐船駅集合。雨天中止。尼崎
－福知山－音無瀬橋－三段池公
園－新音無瀬橋－御霊神社。一
般向け 9㌔。参加費 200 円。交
通費 2,300 円（青春 18 きっぷ
使用）。［問］鶴園さん（℡   891・
6002）
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  催　　し　●●●
円。持ち物はすそよけ、こしひ
も 2本、半巾帯、だてじめ。指導
は交野着物着付同好会。［申］直
接会場［問］岡田さん（℡   891・
8953）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　7 月 8 日（日）午前 10 時～
正午、ホーム明星「聖徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。教材費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
［申・問］明星事務所（℡   891・
2029）

里山保全活動
　7月 8日（日）・15日（日）午
前 9時 30 分～午後 4時、源氏
の滝上の「げんじの丘」。竹の伐
採や竹炭焼き、下草刈りや楽し
いおしゃべり。気軽にご連絡く
ださい。参加費無料。持ち物は
昼食、水筒、軍手など。［申・問］
都市近郊の森を育てる会の山本
さん（℡   893・1716)

グラウンドゴルフ市長杯大会
　7月 10 日（火）午前 8時 30
分（開場）～ 11時 30 分、私部
公園グラウンド。雨天の場合は
13日（金）。対象は市民。参加費
無料。主催は交野市GG協会。
［申］直接会場［問］中田さん（℡  
892・3924）

表装同好会作品展
　7月 11日（水）～ 15日（日）
午前 9時～午後 5時（15 日は
午後 3時まで）、青年の家 1階
ロビー。手作りの掛軸、色紙掛

け、はがき掛けなどを展示。入
場無料。主催は表装同好会。［問］
小林さん（℡   891・2319）か、
粕谷さん（℡   891・5304）

旬菜健康クッキング〝夏〞
　7月 12日（木）午前 10時～、
ゆうゆうセンター調理実習室。
地元の有機野菜を使ったヘルシ
ーでおいしい料理を作ります。
参加費 800円。主催は食品公害
と健康を考える会。［申・問］入
江さん（℡   892・3046　月・水・
金曜日）

人形芝居〝ねぎぼうずSAYOさん〞
　7月 14 日（土）午後 7時～、
いきいきランド交野会議室。大
人も楽しめる人形芝居。高校 3
年生の主人公がママチャリに
乗って旅に出ることに…。対象
は中学生以上。入会金 100 円。
月会費 1,200 円（4 歳以上）。
［申・問］交野おやこ劇場（℡  ・
℻   893・4960　月・水・金　
午前 10時～午後 2時）

かんさい絵本の学校 in 交野
　7月 14日（土）午前 10時～
正午、ゆうゆうセンター 2階お
年寄り健康教室。ロシア絵本研
究家、田中友子さんの講演「ロ
シア絵本・3びきのくまをめぐ
って」。参加費 1,000 円。［問］中
島さん（℡   893・4480）

視覚障がい者のための福祉説明会
　7月 19日（木）午後 1時～ 3
時、ゆうゆうセンター団体共用
室。「福祉の手引き」を用いて説
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ゆかた着付け講習会
　7月3日（火）、
武道館 2 階専
修室。4日（水）、
幾野南集会所
の 2回開催。時
間はいずれも午
前10時～正午。
ゆかた、半幅帯のない人は教室
で用意します。参加費無料。主催
は和装技術研究会着物着付け教
室。［申・問］根本さん（℡   891・ 
5073）

交野洋画同好会　交野展
　7月 3日（火）～ 8日（日）午
前9時30分～午後4時30分、
青年の家 1階ロビー。油絵を中
心に水彩画・パステル画など
約 40 点を展示。主催は洋画同
好会。［問］矢井さん（℡   892・
5610）

はなきんくらぶ
　7月 6日（金）・27日（金）午
後 1時 30分（開場）～ 4時、ホ
ーム明星（星田 8－ 6－ 7）。カ
ラオケ、囲碁、将棋など。対象は
市内在住の 60 歳以上の人。参
加費無料（喫茶は有料）。主催は
（社福）豊年福祉会。［問］浜崎さ
ん（℡   894・1798）

ゆかた着付け教室
　7月 7日（土）・14日（土）午
前 10 時～正午、武道館 2階第
2 専修室。受講料は 1 回 500

人口と火災・救急
5 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,748 人　（ー   10）
　　　男　　39,147 人　（ー   29）
　　　女　　40,601 人　（＋　19）
　　世帯数　30,461      （＋   15）

5 月の火災と救急
火災   0 件 　　救急　209件

　　　※毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。
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亜來です
平成17年1月31日生

「すくすくと素直で元気な子に育ってね☆

パパ・ママより」

（郡津）

フ
ク
ロ
ウ（
は
く
製
）

　

人
里
近
く
で
夕
方
か
ら
夜
、ゴ
ロ
ッ
ホ
、ホ
ー
ホ
ー
と
、ド
ス
の
き
い
た
声
で
鳴
く
フ
ク
ロ
ウ
は
、昔

は
不
吉
な
鳥
と
さ
れ
て
い
ま
し
が
、西
洋
で
は
幸
運
を
呼
ぶ
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。新
幹
線

の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
消

音
装
置
の
一
部
は
、
音

を
立
て
ず
に
飛
ぶ
フ
ク

ロ
ウ
の
羽
根
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
そ
う
で
す
。

　

声
は
星
田
の
山
や

く
ろ
ん
ど
園
地
で
聞

か
れ
、
こ
の
は
く
製
は

く
ろ
ん
ど
園
地
で
死

の
直
後
拾
わ
れ
大
阪

府
の
許
可
を
得
て
は

く
製
に
し
、
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

コ
ゲ
ラ

　

日
本
に
い
る
キ
ツ
ツ
キ
の
中
で
一
番
小
さ
い
キ
ツ
ツ

キ
で
ス
ズ
メ
く
ら
い
で
す
。
一
年
中
交
野
に
い
て
、
木

に
縦
に
と
ま
り
、
木
の
皮
の
裏
に
潜
ん
で
い
る
虫
な
ど

を
食
べ
て
い
ま
す
。
前
爪
が
２
本
、
後
ろ
爪
が
２
本
で

枝
の
下
側
に
も
仰
向
け
に
と
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
ろ
ん
ど
園
地
で
は
、
幹
に
掘
ら
れ
た
巣
穴
に
、
ヒ

ナ
を
狙
っ
た
ヘ
ビ
が
入
っ
て
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
ま
し

た
。
ギ
ー
と
鳴
き
な
が
ら
エ
ナ
ガ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な

ど
の
混
群
の
最
後
に
付
い
て
移
動
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
市
内
の
公
園
で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
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